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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　アップリンク送信のためのリソース許可を識別することと、前記アップリンク送信は、
第１の基準信号（ＲＳ）と、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含む送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）とを備え、
　前記第１のＲＳのタイプ、前記第２のＲＳのタイプ、および前記データのタイプを識別
することと、
　前記第１のＲＳの前記タイプ、前記第２のＲＳの前記タイプ、および前記データの前記
タイプに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、前記第２のＲＳ、および前記デ
ータに関連付けられた優先順位を決定することと、
　前記決定された優先順位に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、または前記
ＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成することと、
　前記構成された過渡期間を備える前記アップリンク送信を送信することと、
　を備え、
　前記過渡期間は、送信電力またはＲＢ割り振りのうちの少なくとも１つが変化する領域
である、方法。
【請求項２】
　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記第２のＲＳに隣接すると決定すること
、
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　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に少なくと
も部分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記第２のＲＳとオーバーラップするように
構成される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に少なくと
も部分的に基づいて、前記第２のＲＳとオーバーラップするように構成される、請求項２
に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記ＴＴＩの前記データに隣接すると決定
すること、
　をさらに備え、
　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少なくとも部
分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記データのうちの少なくとも１つとオーバーラ
ップするように構成される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＲＳの前記タイプを識別することは、
　前記アップリンク送信のアップリンク構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の
ＲＳの周期性を識別すること、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記データの前記タイプを識別することは、
　前記データ、または前記データのコンテンツ、または両方に関連付けられた変調および
符号化方式（ＭＣＳ）を識別すること、
　を備え、
　前記データの前記コンテンツは、確認応答または否定確認応答を備える、または、
　前記ＴＴＩまたは前記第１のＲＳは、別のワイヤレスデバイスに関連付けられる、また
は、
　前記第１のＲＳは、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）を備える、または、
　前記第２のＲＳは、復調基準信号（ＤＭＲＳ）を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　アップリンク送信のためのリソース許可を識別するための手段と、前記アップリンク送
信は、第１の基準信号（ＲＳ）と、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含む送信時間間
隔（ＴＴＩ）とを備え、
　前記第１のＲＳのタイプ、前記第２のＲＳのタイプ、および前記データのタイプを識別
するための手段と、
　前記第１のＲＳの前記タイプ、前記第２のＲＳの前記タイプ、および前記データの前記
タイプに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、前記第２のＲＳ、および前記デ
ータに関連付けられた優先順位を決定するための手段と、
　前記決定された優先順位に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、または前記
ＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成するための手段と、
　前記構成された過渡期間を備える前記アップリンク送信を送信するための手段と、
　を備え、
　前記過渡期間は、送信電力またはＲＢ割り振りのうちの少なくとも１つが変化する領域
である、装置。
【請求項９】
　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記第２のＲＳに隣接すると決定するため
の手段、
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　をさらに備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に少なくと
も部分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記第２のＲＳ、または前記第２のＲＳとオ
ーバーラップするように構成される、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記ＴＴＩの前記データに隣接すると決定
するための手段、
　をさらに備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少なくとも部
分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記データのうちの少なくとも１つとオーバーラ
ップするように構成される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第１のＲＳの前記タイプを識別するための前記手段は、
　前記アップリンク送信のアップリンク構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の
ＲＳの周期性を識別するための手段、
　を備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　前記データの前記タイプを識別するための前記手段は、
　前記データ、または前記データのコンテンツ、または両方に関連付けられた変調および
符号化方式（ＭＣＳ）を識別するための手段、
　を備え、ここにおいて、
　前記データの前記コンテンツは、確認応答または否定確認応答を備える、または、
　前記ＴＴＩまたは前記第１のＲＳは、別のワイヤレスデバイスに関連付けられる、また
は、
　前記第１のＲＳは、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）を備える、または、
　前記第２のＲＳは、復調基準信号（ＤＭＲＳ）を備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードは、
　アップリンク送信のためのリソース許可を識別することと、前記アップリンク送信は、
第１の基準信号（ＲＳ）と、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含む送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）とを備え、
　前記第１のＲＳのタイプ、前記第２のＲＳのタイプ、および前記データのタイプを識別
することと、
　前記第１のＲＳの前記タイプ、前記第２のＲＳの前記タイプ、および前記データの前記
タイプに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、前記第２のＲＳ、および前記デ
ータに関連付けられた優先順位を決定することと、
　前記決定された優先順位に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、または前記
ＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成することと、
　前記構成された過渡期間を備える前記アップリンク送信を送信することと、
　を行うようにプロセッサによって実行可能な命令を備え、
　前記過渡期間は、送信電力またはＲＢ割り振りのうちの少なくとも１つが変化する領域
である、非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
相互参照
　本特許出願は、２０１８年３月１５日付で出願された「Dynamic Transient Period Con
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figurations For Shortened Transmission Time Intervals」と題されたAkula et alによ
る米国特許出願第１５／９２２，６１６号、および２０１７年３月２４日付で出願された
「Dynamic Transient Period Configurations for Shortened Transmission Time Interv
als」と題されたAkula et alによる米国仮特許出願第６２／４７６，４８５号に対する優
先権を主張し、その各々が本願の譲り受け人に譲渡されている。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　以下は、概して、ワイヤレス通信に関し、より具体的には、短縮された送信時
間間隔（ｓＴＴＩ）のための動的な過渡期間構成に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、映像、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどのような様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開
されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数
、および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能
であり得る。このような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システ
ム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、
および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム（例えば、ロングタームエボリュ
ーション（ＬＴＥ（登録商標））システム、または新規の無線（ＮＲ：New Radio）シス
テム）を含む。ワイヤレス多元接続通信システムは、いくつかの基地局またはアクセスネ
ットワークノードを含み得、各々が、別名ユーザ機器（ＵＥ）として知られ得る複数の通
信デバイスのための通信を同時にサポートする。
【０００４】
　[0004]　いくつかのＬＴＥまたはＮＲ展開での基地局は、異なる長さの送信時間間隔（
ＴＴＩ）を使用して、１つまたは複数のＵＥへ送信し得る。いくつかのケースでは、これ
らのＴＴＩは、レガシＬＴＥ ＴＴＩに関連する（relative to）長さに低減され得る。こ
のような低減された長さの送信時間間隔（ＴＴＩ）は、短縮されたＴＴＩ（ｓＴＴＩ）と
呼ばれ得、ｓＴＴＩを使用して通信するユーザは、低レイテンシユーザと呼ばれ得る。ｓ
ＴＴＩは、レガシサブフレームに対応する１つまたは複数のより長い持続期間ＴＴＩのサ
ブセットであり得る―例えば、より長い持続期間ＴＴＩは、ＬＴＥなどの規格化された無
線アクセス技術（ＲＡＴ）に基づくニューメロロジ（numerology）を有し得る。基地局は
、ｓＴＴＩ送信のために使用されるべき時間リソース、周波数リソース、および１つまた
は複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を含み得る、ｓＴＴＩのための送信リソースを
ＵＥに割り振り得る。データ、制御情報、および基準信号送信のためのこのようなリソー
スの効率的な使用は、ワイヤレス通信システムの効率を上げるための手助けとなり得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　説明された技法は、ｓＴＴＩのための動的な過渡期間構成をサポートする、改
善された方法、システム、デバイス、または装置に関する。
【０００６】
　[0006]　ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、アップリンク送信のためのリソ
ース許可（resource grant）を識別することと、ここで、アップリンク送信は、第１の基
準信号（ＲＳ）と、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含む送信時間間隔（ＴＴＩ）と
を備え、第１のＲＳのタイプ、第２のＲＳのタイプ、およびデータのタイプを識別するこ
とと、第１のＲＳのタイプ、第２のＲＳのタイプ、およびデータのタイプに少なくとも部
分的に基づいて、第１のＲＳ、第２のＲＳ、およびデータに関連付けられた優先順位を決
定することと、決定された優先順位に少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＳ、または
ＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成することと、構成された
過渡期間を備えるアップリンク送信を送信することと、を含み得る。
【０００７】
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　[0007]　ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、アップリンク送信のため
のリソース許可を識別するための手段と、ここで、アップリンク送信は、第１のＲＳと、
少なくとも第２のＲＳおよびデータを含むＴＴＩとを備え、第１のＲＳのタイプ、第２の
ＲＳのタイプ、およびデータのタイプを識別するための手段と、第１のＲＳのタイプ、第
２のＲＳのタイプ、およびデータのタイプに少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＳ、
第２のＲＳ、およびデータに関連付けられた優先順位を決定するための手段と、決定され
た優先順位に少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＳ、またはＴＴＩ、または両方とオ
ーバーラップする過渡期間を動的に構成するための手段と、構成された過渡期間を備える
アップリンク送信を送信するための手段と、を含み得る。
【０００８】
　[0008]　ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信するメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、アップ
リンク送信のためのリソース許可を識別することと、ここで、アップリンク送信は、第１
のＲＳと、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含むＴＴＩとを備え、第１のＲＳのタイ
プ、第２のＲＳのタイプ、およびデータのタイプを識別することと、第１のＲＳのタイプ
、第２のＲＳのタイプ、およびデータのタイプに少なくとも部分的に基づいて、第１のＲ
Ｓ、第２のＲＳ、およびデータに関連付けられた優先順位を決定することと、決定された
優先順位に少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＳ、またはＴＴＩ、または両方とオー
バーラップする過渡期間を動的に構成することと、構成された過渡期間を備えるアップリ
ンク送信を送信することと、をプロセッサに行わせるように実行可能であり得る。
【０００９】
　[0009]　ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。非一時
的コンピュータ可読媒体は、アップリンク送信のためのリソース許可を識別することと、
ここで、アップリンク送信は、第１のＲＳと、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含む
ＴＴＩとを備え、第１のＲＳのタイプ、第２のＲＳのタイプ、およびデータのタイプを識
別することと、第１のＲＳのタイプ、第２のＲＳのタイプ、およびデータのタイプに少な
くとも部分的に基づいて、第１のＲＳ、第２のＲＳ、およびデータに関連付けられた優先
順位を決定することと、決定された優先順位に少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＳ
、またはＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成することと、構
成された過渡期間を備えるアップリンク送信を送信することと、をプロセッサに行わせる
ように動作可能な命令を含み得る。
【００１０】
　[0010]　上述された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
は、第１のＲＳがアップリンク送信内で第２のＲＳと隣接し得ると決定するための処理、
特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上述された方法、装置、および非一時的コン
ピュータ可読媒体のいくつかの例では、過渡期間は、第１のＲＳが第２のＲＳに隣接する
との決定に少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＳおよび第２のＲＳとオーバーラップ
するように構成され得る。上述された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体
のいくつかの例では、過渡期間は、第１のＲＳが第２のＲＳに隣接するとの決定に少なく
とも部分的に基づいて、第２のＲＳとオーバーラップするように構成され得る。
【００１１】
　[0011]　上述された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
は、第１のＲＳがアップリンク送信内でＴＴＩのデータと隣接し得ると決定するための処
理、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上述された方法、装置、および非一時的
コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、過渡期間は、第１のＲＳがデータに隣接する
との決定に少なくとも部分的に基づいて、データとオーバーラップするように構成され得
る。上述された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、
過渡期間は、第１のＲＳがデータに隣接するとの決定に少なくとも部分的に基づいて、第
１のＲＳとオーバーラップするように構成され得る。上述された方法、装置、および非一
時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、過渡期間は、第１のＲＳがデータに隣接
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するとの決定に少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＳおよびデータとオーバーラップ
するように構成され得る。
【００１２】
　[0012]　上述された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
では、第１のＲＳのタイプを識別することは、アップリンク送信のアップリンク構成に少
なくとも部分的に基づいて、ＲＳの周期性を識別することを備える。上述された方法、装
置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、データのタイプを識別す
ることは、データ、またはデータのコンテンツ、または両方に関連付けられた変調および
符号化方式（ＭＣＳ）を識別することを備える。上述された方法、装置、および非一時的
コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、データのコンテンツは、確認応答（acknowle
dgement）または否定確認応答（negative acknowledgement）を備える。
【００１３】
　[0013]　上述された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
では、ＴＴＩまたは第１のＲＳは、別のワイヤレスデバイスに関連付けられ得る。上述さ
れた方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第１のＲＳ
は、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）を備える。上述された方法、装置、および非一時
的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第２のＲＳは、復調基準信号（ＤＭＲＳ:d
emodulation reference signal）を備える。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】[0014]　図１は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動
的な過渡期間構成をサポートするワイヤレス通信のためのシステムの例を図示する。
【図２】[0015]　図２は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動
的な過渡期間構成をサポートするワイヤレス通信システムの例を図示する。
【図３】[0016]　図３は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動
的な過渡期間構成をサポートするワイヤレスリソースの例を図示する。
【図４Ａ】[0017]　図４Ａは、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのため
の動的な過渡期間構成をサポートするタイムマスク構成の例を図示する。
【図４Ｂ】図４Ｂは、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成をサポートするタイムマスク構成の例を図示する。
【図５Ａ】図５Ａは、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成をサポートするタイムマスク構成の例を図示する。
【図５Ｂ】図５Ｂは、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成をサポートするタイムマスク構成の例を図示する。
【図６Ａ】図６Ａは、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成をサポートするタイムマスク構成の例を図示する。
【図６Ｂ】図６Ｂは、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成をサポートするタイムマスク構成の例を図示する。
【図７Ａ】図７Ａは、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成をサポートするタイムマスク構成の例を図示する。
【図７Ｂ】図７Ｂは、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成をサポートするタイムマスク構成の例を図示する。
【図８Ａ】図８Ａは、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成をサポートするタイムマスク構成の例を図示する。
【図８Ｂ】図８Ｂは、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成をサポートするタイムマスク構成の例を図示する。
【図９】図９は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な過渡
期間構成をサポートするタイムマスク構成の例を図示する。
【図１０】図１０は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成をサポートするタイムマスク構成の例を図示する。
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【図１１】[0018]　図１１は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのため
の動的な過渡期間構成をサポートするデバイスのブロック図を示す。
【図１２】図１２は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成をサポートするデバイスのブロック図を示す。
【図１３】図１３は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成をサポートするデバイスのブロック図を示す。
【図１４】[0019]　図１４は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのため
の動的な過渡期間構成をサポートするＵＥを含むシステムのブロック図を図示する。
【図１５】[0020]　図１５は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのため
の動的な過渡期間構成のための方法を図示する。
【図１６】図１６は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成のための方法を図示する。
【図１７】図１７は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成のための方法を図示する。
【詳細な説明】
【００１５】
　[0021]　低レイテンシ通信を拡張し得るｓＴＴＩのためのタイムマスク技法をサポート
するための、改善された方法、システム、デバイス、または装置の様々な例が使用され得
る。低レイテンシ通信のために割り振られたリソースは、１ミリ秒（ｍｓ）ＴＴＩ持続期
間を使用し得る拡張されたモバイルブロードバンド（ｅＭＢＢ：enhanced mobile broadb
and）送信などの、比較的レイテンシに敏感でない（relatively latency insensitive）
通信のＴＴＩに関する低減された長さを有するｓＴＴＩを使用して、アップリンクおよび
ダウンリンク通信のために使用され得る。ｓＴＴＩを使用する通信は、いくつかのケース
では、ワイヤレスサブフレームの１スロットに対応するｓＴＴＩ持続期間、あるいは、２
つまたは３つの直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボルに対応するｓＴＴＩ持続期間
を使用し得る。いくつかのケースでは、ｓＴＴＩは、１ミリ秒ＴＴＩのスロットの境界と
アラインされるか（aligned）、または該スロット内に複数の境界を有するように構成さ
れ得る。いくつかの例では、ｓＴＴＩは２つまたは３つのＯＦＤＭシンボルにわたり得、
各スロットは３つのｓＴＴＩを有し得る。このような方法では、通常のサイクリックプレ
フィックスを使用するスロットの全ての７つのシンボルが利用され得、システムリソース
は、３つの２シンボルｓＴＴＩが７シンボルスロットに含まれ得るケースに関して、より
効率的に利用され得る。
【００１６】
　[0022]　本明細書で説明される様々な技法は、送信の特性（例えば、電力の変化、リソ
ースブロック（ＲＢ）割り振り変更など）を識別し、その送信のエラーセンシティブな（
error-sensitive）部分の保護の強化（increased protection）を提供する方法で、ｓＴ
ＴＩを使用する送信のための過渡（transient）領域（例えば、タイムマスク）のロケー
ションを動的に決定することを提供し得る。本開示は、高帯域幅動作、より動的なサブフ
レーム／スロットタイプ、および自給式（self-contained）サブフレーム／スロットタイ
プ（サブフレーム／スロットのためのハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバ
ックが、サブフレーム／スロットの終わりの前に送信され得る）などの特徴をサポートす
るために設計される次世代ネットワーク（例えば、５ＧまたはＮＲネットワーク）を参照
する様々な技法を説明する。しかしながら、このような技法は、異なる長さのＴＴＩがワ
イヤレス通信システム中で送信され得る任意のシステムのために使用され得る。
【００１７】
　[0023]　本開示の態様は初めに、ワイヤレス通信システムのコンテキストで説明される
。異なるＴＴＩのための過渡期間およびタイムマスクの様々な例が次に説明される。本開
示の態様はさらに、ｓＴＴＩのためのタイムマスク技法に関する、装置図、システム図、
およびフローチャートによって図示され、それらを参照して説明される。
【００１８】
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　[0024]　図１は、本開示の様々な態様に従った、ワイヤレス通信システム１００の例を
図示する。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５（例えば、ネットワークアク
セスデバイス、ｇＮｏｄｅＢ（ｇＮＢ）、および／または無線ヘッド（ＲＨ））、ＵＥ１
１５、およびコアネットワーク１３０を含み得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信シ
ステム１００は、ＬＴＥ（またはＬＴＥアドバンスト）ネットワーク、またはＮＲネット
ワークであり得る。いくつかのケースでは、ワイヤレス通信システム１００は、拡張され
たブロードバンド通信、高信頼性（すなわち、ミッションクリティカルな）通信、低レイ
テンシ通信、および低コストかつ低複雑度のデバイスを用いた通信をサポートし得る。
【００１９】
　[0025]　コアネットワーク１３０は、ユーザ認証、アクセス承認、追跡、インターネッ
トプロトコル（ＩＰ）接続性、および他のアクセス、ルーティング、またはモビリティ機
能を提供し得る。基地局１０５（例えば、ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢｓ）１０５－ａまたはア
クセスノードコントローラ（ＡＮＣ）１０５－ｂ、ｇＮＢ）のうちの少なくともいくつか
は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１、Ｓ２など）を通じてコアネットワーク１
３０とインターフェースし得、ＵＥ１１５との通信のために無線構成およびスケジューリ
ングを行い得る。様々な例では、ＡＮＣ１０５－ｂは、直接的にまたは間接的に（例えば
、コアネットワーク１３０を通じて）、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得
るバックホールリンク１３４（例えば、Ｘ１、Ｘ２など）上で互いと通信し得る。各アク
セスノードコントローラ（ＡＮＣ）１０５－ｂはまた、いくつかのスマート無線ヘッド（
無線ヘッド）１０５－ｃを通じていくつかのＵＥ１１５と通信し得る。ワイヤレス通信シ
ステム１００の代替的な構成では、ＡＮＣ１０５－ｂの機能は、無線ヘッド１０５－ｃに
よって提供されるか、またはｅＮＢ１０５－ａの無線ヘッド１０５－ｃにわたって分散さ
れ得る。ワイヤレス通信システム１００の別の代替的な構成では、無線ヘッド１０５－ｃ
は、基地局と置き換えられ得、ＡＮＣ１０５－ｂは、基地局制御装置によって置き換えら
れ得る（またはコアネットワーク１３０にリンクする）。
【００２０】
　[0026]　ＡＮＣ１０５－ｂは、各無線ヘッド１０５－ｃが１つまたは複数のアンテナを
有している１つまたは複数の無線ヘッド１０５－ｃを介してＵＥ１１５とワイヤレスに通
信し得る。無線ヘッド１０５－ｃの各々は、それぞれの地理的カバレッジエリア１１０に
対して通信カバレッジを提供し得る。無線ヘッド１０５－ｃのための地理的カバレッジエ
リア１１０は、カバレッジエリアの一部のみを構成するセクタ（図示せず）に分割され得
る。いくつかの例では、ネットワークアクセスデバイス１０５は、基地トランシーバ局、
無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、
ホームノードＢ、ホームｅノードＢなどのような代替的なネットワークアクセスデバイス
と置き換えられ得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプ（例えば、マクロ
セルおよび／またはスモールセルネットワークアクセスデバイス）の無線ヘッド１０５－
ｃ（または基地局１０５または他のネットワークアクセスデバイス）を含み得る。無線ヘ
ッド１０５－ｃまたは他のネットワークアクセスデバイスの地理的カバレッジエリア１１
０は、オーバーラップし得る。いくつかの例では、異なるｅＮＢ１０５－ａは、異なる無
線アクセス技術に関連付けられ得る。
【００２１】
　[0027]　ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され、各Ｕ
Ｅ１１５は、固定式または移動式であり得る。ＵＥ１１５はまた、当業者によって、移動
局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニ
ット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバ
イス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末
、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何
らかの他の適切な用語で呼ばれ得るか、またはそれらを含み得る。ＵＥ１１５は、セルラ
フォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンド
ヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォ
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ン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、ＩｏＥデバイスなどであり得る。ＵＥ１１
５は、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、ｅＮＢ１０５－ａ
、無線ヘッド１０５－ｃ、基地局１０５、アクセスポイント、または他のネットワークデ
バイスの様々なタイプと通信することが可能でき得る。ＵＥはまた、（例えば、ピア・ツ
ー・ピア（Ｐ２Ｐ）プロトコルを使用して）他のＵＥ１１５と直接通信することができ得
る。いくつかのケースでは、ＵＥ１１５は、通信リンク１３５を通じてコアネットワーク
１３０と通信し得る。
【００２２】
　[0028]　いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、５Ｇネットワークを含
み得る。他の例では、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワー
クを含み得る。ワイヤレス通信システム１００は、いくつかのケースでは、異種ネットワ
ークであり得、異なるタイプのｅＮＢは、様々な地理的領域のためのカバレッジを提供す
る。例えば、各ｅＮＢ１０５－ａまたは無線ヘッド１０５－ｃは、マクロセル、スモール
セル、および／または他のタイプのセルに対する通信カバレッジを提供し得る。「セル」
という用語は、コンテキストに依存して、基地局、無線ヘッド、基地局または無線ヘッド
に関連付けられたキャリアまたはコンポーネントキャリア、あるいは、キャリアまたは基
地局のカバレッジエリア（例えば、セクタなど）を説明するために使用されることができ
る、３ＧＰＰ（登録商標）の用語である。
【００２３】
　[0029]　基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイ
ヤレスに通信し得る。各基地局１０５は、それぞれの地理的なカバレッジエリア１１０に
対して通信カバレッジを提供し得る。ワイヤレス通信システム１００中に示された通信リ
ンク１２５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのアップリンク送信、または基地局１０５
からＵＥ１１５へのダウンリンク送信を含み得る。制御情報およびデータは、様々な技法
に従ったアップリンクチャネルまたはダウンリンク上で多重化され得る。制御情報および
データは、例えば、時分割多重化（ＴＤＭ）技法、周波数分割多重化（ＦＤＭ）技法、ま
たはハイブリッドＴＤＭ－ＦＤＭ技法を使用して、ダウンリンクチャネル上で多重化され
得る。通信リンク１２５上の送信は、変調および符号化方式（ＭＣＳ）によって符号化さ
れ得、それは、所与の送信のためのデータレートに寄与し得る。例えば、チャネル条件が
良好である（例えば、干渉が小さい）ときには、増加した量の情報が、低いＭＣＳに関す
る所与の時間期間内に搬送されることができるように、高いＭＣＳが用いられ得る。
【００２４】
　[0030]　いくつかのケースでは、ＵＥ１１５はまた、（例えば、ピア・ツー・ピア（Ｐ
２Ｐ）またはデバイス・ツー・デバイス（Ｄ２Ｄ）プロトコルを使用して）他のＵＥと直
接通信することも可能であり得る。マシンタイプ通信（ＭＴＣ）またはＩｏＴデバイスな
どの、いくつかのＵＥ１１５は、低コストまたは低複雑度のデバイスであり得、マシン間
の自動化された通信、すなわち、マシン・ツー・マシン（Ｍ２Ｍ）通信を提供し得る。Ｍ
２ＭまたはＭＴＣは、デバイスが人間の介在なしに互いにまたは基地局と通信することを
可能にするデータ通信技術を指し得る。ＭＴＣデバイスのためのアプリケーションの例は
、スマートメータリング、在庫モニタリング、水位モニタリング、機器モニタリング、ヘ
ルスケアモニタリング、野生生物モニタリング、天候および地質学的イベントモニタリン
グ、フリート（fleet）管理および追跡、リモートセキュリティ感知、物理アクセス制御
、および取引ベースのビジネス課金（transaction-based business charging）を含む。
【００２５】
　[0031]　基地局１０５は、コアネットワーク１３０と通信し、かつ互いと通信し得る。
例えば、基地局１０５は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１、Ｓ２など）を通じ
てコアネットワーク１３０とインターフェースし得る。基地局１０５は、直接的にまたは
間接的に（例えば、コアネットワーク１３０を通じて）、バックホールリンク１３４（例
えば、Ｘ１、Ｘ２など）上で互いと通信し得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５との通信の
ために無線構成およびスケジューリングを行い得るか、または基地局コントローラ（図示
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せず）の制御下で動作し得る。いくつかの例では、基地局１０５は、マクロセル、スモー
ルセル、ホットスポット、または同様のものであり得る。基地局１０５は、ＬＴＥ ｅＮ
Ｂ、ｅＬＴＥ ｅＮＢ、ＮＲ ｇＮＢ、ＮＲノードＢ、ＮＲアクセスノードの例であり得、
ＡＮＣを含み得る。
【００２６】
　[0032]　ＵＥ１１５は、通信マネージャ１０２を含み得、それは、アップリンク送信の
ためのリソース許可を識別することと、ここで、アップリンク送信は、第１のＲＳと、少
なくとも第２のＲＳおよびデータを含むＴＴＩとを含み、第１のＲＳのタイプ、第２のＲ
Ｓのタイプ、およびデータのタイプを識別することと、第１のＲＳのタイプ、第２のＲＳ
のタイプ、データのタイプに少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＳ、第２のＲＳ、お
よびデータに関連付けられた優先順位を決定することと、決定された優先順位に基づいて
、第１のＲＳ、またはＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成す
ることと、構成された過渡期間を含むアップリンク送信を送信することと、を行い得る。
【００２７】
　[0033]　基地局１０５は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１、Ｓ２、ＮＧ－１
、ＮＧ－２、ＮＧ－３、ＮＧ－Ｃ、ＮＧ－Ｕなど）を通してコアネットワーク１３０とイ
ンターフェースし得、関連付けられたカバレッジエリア１１０内のＵＥ１１５との通信の
ための無線構成およびスケジューリングを行い得る。様々な例では、ネットワークデバイ
ス（例えば、ｇＮＢ、ｅＮＢ１０５－ａ、ＡＮＣ１０５－ｂ、ＲＨ１０５－ｃ）は、ワイ
ヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（例えば、Ｘ１
、Ｘ２、Ｘｎなど）上で互いと直接的にまたは間接的に（例えば、コアネットワーク１３
０を通じて）通信し得る。各基地局１０５はまた、いくつかの他のネットワークデバイス
を通じて、いくつかのＵＥ１１５と通信し得、ここで、ネットワークデバイスは、送受信
ポイント（ＴＲＰ：transmission reception point）、分散型ユニット（ＤＵ：distribu
ted unit）、無線ヘッド（ＲＨ）、リモート無線ヘッド（ＲＲＨ：remote radio head）
、またはスマート無線ヘッドの一例であり得る。
【００２８】
　[0034]　ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作をサ
ポートし得、その特徴は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作
と呼ばれ得る。キャリアはまた、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャネルな
どと呼ばれ得る。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」、および「チャ
ネル」という用語は、本明細書で交換して使用され得る。ＵＥ１１５は、キャリアアグリ
ゲーションのために、複数のダウンリンクＣＣと、１つまたは複数のアップリンクＣＣと
で構成され得る。キャリアアグリゲーションは、周波数分割複信（ＦＤＤ）と時分割複信
（ＴＤＤ）コンポーネントキャリアとの両方を用いて使用され得る。
【００２９】
　[0035]　いくつかのケースでは、ワイヤレス通信システム１００は、拡張コンポーネン
トキャリア（ｅＣＣ）を利用し得る。ｅＣＣは、より広い帯域幅、より短いシンボル持続
期間、および短いＴＴＩを含む、１つまたは複数の機能によって特徴付けられ得る。いく
つかのケースでは、ｅＣＣは、（例えば、複数のサービングセルが準最適または非理想的
バックホールリンクを有するとき）キャリアアグリゲーション構成またはデュアルコネク
ティビティ構成に関連付けられ得る。ｅＣＣはまた、（１より多いオペレータがスペクト
ルを使用することを可能にする）共有スペクトルまたはアンライセンススペクトルで使用
するために構成され得る。いくつかのケースでは、ｅＣＣは、他のＣＣとは異なるシンボ
ル持続期間を利用し得、それは、他のＣＣのシンボル持続期間と比較して、低減されたシ
ンボル持続期間の使用を含み得る。より短いシンボル持続期間は、増加したサブキャリア
間隔に関連付けられる。ｅＣＣを利用するＵＥ１１５または基地局１０５などのデバイス
は、低減されたシンボル持続期間（例えば、１６．６７マイクロ秒）でワイドバンド信号
（例えば、２０、４０、６０、８０ＭＨｚなど）を送信し得る。ｅＣＣにおけるＴＴＩは
、１つまたは複数のシンボルから構成され得る。いくつかのケースでは、ＴＴＩ持続期間
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（すなわち、ＴＴＩ中のシンボルの数）は、可変であり得る。５ＧまたはＮＲキャリアは
、ｅＣＣと見なされ得る。
【００３０】
　[0036]　いくつかのケースでは、ワイヤレス通信システム１００は、ライセンスおよび
アンライセンス無線周波数スペクトルバンドの両方を利用し得る。例えば、ワイヤレス通
信システム１００は、ＬＴＥライセンス補助アクセス（ＬＴＥ－ＬＡＡ：LTE（登録商標
） License Assisted Access）、またはＬＴＥアンライセンス（ＬＴＥ Ｕ：LTE Unlicen
sed）無線アクセス技術、または５ＧＨｚの産業用、化学用、および医療用（ＩＳＭ：Ind
ustrial, Scientific, and Medical）バンドなどのアンライセンスバンドにおけるＮＲ技
術を用い得る。アンライセンス無線周波数スペクトルバンドで動作しているとき、基地局
１０５およびＵＥ１１５などのワイヤレスデバイスは、データを送信する前にチャネルが
クリアであることを保証するためのリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ：listen-before-ta
lk）プロシージャを利用し得る。いくつかのケースでは、アンライセンスバンドでの動作
は、ライセンスバンド中で動作するコンポーネントキャリア（ＣＣ）と連携するキャリア
アグリゲーション（ＣＡ）構成に基づき得る。アンライセンススペクトルでの動作は、ダ
ウンリンク送信、アップリンク送信、または両方を含み得る。アンライセンススペクトル
での複信（duplexing）は、周波数分割複信（ＦＤＤ）、時分割複信（ＴＤＤ）、または
両方の組み合わせに基づき得る。
【００３１】
　[0037]　ＬＴＥまたはＮＲにおける時間間隔は、（ＴＳ＝１／３０，７２０，０００秒
のサンプリング期間であり得る）基本時間単位の倍数で（in multiples of）表現され得
る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａにおける時間リソースは、１０ミリ秒の長さの無線フレーム（Ｔ

ｆ＝３０７２００ＴＳ）に従って組織化され得、それは、０から１０２３に及ぶシステム
フレーム番号（ＳＦＮ：system frame number）で識別され得る。各フレームは、０から
９まで番号付けされた１０個の１ミリ秒サブフレームを含み得る。サブフレームは、２つ
の０．５ｍｓスロットにさらに分割され得、その各々が（各シンボルに付加されたサイク
リックプレフィックスの長さに依存して）６または７変調シンボル期間を含んでいる。サ
イクリックプレフィックスを除くと、各シンボルは、２０４８個のサンプル期間を含んで
いる。いくつかのケースでは、サブフレームは、ＴＴＩとしても知られる最小スケジュー
リング単位であり得る。他のケースでは、ＴＴＩは、（例えば、ｓＴＴＩバースト中で、
またはｓＴＴＩを使用する選択されたコンポーネントキャリア中で）サブフレームよりも
短いか、または動的に選択され得る。本明細書で説明される様々な例は、短縮されたＴＴ
Ｉのための送信技法を提供し、それは、送信機をパワーオンまたはパワーオフすることに
関連付けられた過渡信号（transients）、または他の送信に関連付けられた過渡信号から
の比較的小さい影響でｓＴＴＩ送信を提供するために、ｓＴＴＩ持続期間外に過渡期間タ
イムマスク（transient period time masks）を提供し得る。
【００３２】
　[0038]　例えば、ＵＥ１１５は、広い送信帯域幅にわたる受信信号電力を基地局１０５
が測定するのを手助けする、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）を送信し得る。基地局１
０５は、周波数依存型スケジューリング（frequency-dependent scheduling）のためにＳ
ＲＳから収集した情報を使用し得る。いくつかのケースでは、ＵＥ１１５は、ｓＴＴＩを
用いて連続的にＳＲＳを送信し得る。本明細書で説明される様々な技法は、ＳＲＳとＵＥ
１１５の他の送信との間の衝突を防ぐために用いられ得る。いくつかのケースでは、説明
された技法は、（例えば、ＭＣＳ、ＳＲＳ送信の周期性に基づいて）送信スキームの動的
な選択を可能にし得る。
【００３３】
　[0039]　図２は、本開示の１つまたは複数の態様をサポートするワイヤレス通信システ
ム２００の例を図示する。ワイヤレス通信システム２００は、図１に関連して上述される
ような、対応するデバイスの態様の例であり得る、基地局１０５－ａおよびＵＥ１１５－
ａを含む。図２の例では、ワイヤレス通信システム２００は、５ＧまたはＮＲなどのＲＡ
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Ｔに従って動作し得るが、本明細書で説明される技法は、いずれのＲＡＴにも適用される
ことができ、かつ２つ以上の異なるＲＡＴを同時に使用し得るシステムに適用されること
ができる。
【００３４】
　[0040]　基地局１０５－ａは、キャリア２０５上でＵＥ１１５－ａと通信し得る。いく
つかの例では、基地局１０５－ａは、キャリア２０５上でＵＥ１１５と通信するためにリ
ソースを割り振り得る。例えば、基地局１０５－ａは、ＵＥ１１５－ａと通信するために
サブフレーム２１０を割り振り、１つまたは複数のサブフレーム２１０は、１ミリ秒のＴ
ＴＩ長を有するレガシＬＴＥ ＴＴＩに対応し得る。この例では、サブフレーム２１０は
、第１のサブフレーム２１０－ａ、第２のサブフレーム２１０－ｂ、および第３のサブフ
レーム２１０－ｃを含み得る。サブフレーム２１０の各々は、２つのスロットを含み得、
各スロットは、通常のサイクリックプレフィックスのための７つのシンボルを有し得る。
この例では、第１のサブフレーム２１０－ａは、ｓＴＴＩ送信のための（例えば、ｓＴＴ
Ｉを使用する低レイテンシサービスの送信のための）リソースを含み得、第２のサブフレ
ーム２１０－ｂは、１ミリ秒ＴＴＩのための（例えば、レガシＬＴＥ送信または１ミリ秒
ＴＴＩを使用する別の送信のための）リソースを含み得る。
【００３５】
　[0041]　この例の第１のサブフレーム２１０－ａは、第１のスロット（スロット０）２
２０および第２のスロット（スロット１）２２５を含む。上述されるように、低レイテン
シシステムのアップリンクでは、異なるｓＴＴＩ長は、キャリア２０５上の送信のために
使用され得る。例えば、２シンボルｓＴＴＩ、３シンボルｓＴＴＩ、および１スロットｓ
ＴＴＩの持続期間は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）および物理アップリ
ンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）送信（または短縮されたＰＵＣＣＨ（ｓＰＵＣＣＨ）お
よび短縮されたＰＵＳＣＨ（ｓＰＵＳＣＨ）送信）に関してサポートされ得る。よって、
第１のスロット２２０または第２のスロット２２５内に、各々が２つまたは３つのＯＦＤ
Ｍシンボル持続期間を有し得る第１のｓＴＴＩ（ＴＴＩ－０）２３０、第２のｓＴＴＩ（
ＴＴＩ－１）２３５、および第３のｓＴＴＩ（ＴＴＩ－２）２４０などの複数のｓＴＴＩ
が存在し得る。
【００３６】
　[0042]　２シンボルまたは３シンボルｓＴＴＩが使用されるとき、いくつかのケースで
は、ｓＴＴＩ境界は、スロット境界内に位置するか、またはスロットアライン型ｓＴＴＩ
（slot-aligned sTTIs）とも呼ばれ得る、第１のスロット２２０または第２のスロット２
２５の境界のようなスロット境界にアラインされた、固定されたｓＴＴＩ構造を有するこ
とが望ましい。上述されるように、通常のＣＰを使用しているとき、各スロット２２０、
２２５に７つのシンボルが含まれ、各スロットは、スロットアライン型ｓＴＴＩの場合３
つのｓＴＴＩを含み得る。
【００３７】
　[0043]　本明細書で説明されるように、タイムマスクは、ＳＲＳを用いて連続的に送信
されるｓＴＴＩに対して、異なって適用され得る。いくつかのワイヤレス通信システム（
例えば、ＬＴＥ）では、ＳＲＳおよびＰＵＳＣＨが（例えば、同じＴＴＩ内で）連続的に
送信されたときの過渡領域は、完全に、ＴＴＩ（例えば、サブフレーム２１０－ｂまたは
１ミリ秒ＴＴＩ）のＰＵＳＣＨ部分内で発生し得る。従って、ＳＲＳは完全に保護される
ものとみなされ得る。すなわち、ＳＲＳは、過渡期間とオーバーラップするＴＴＩのＰＵ
ＳＣＨ部分よりも受信機（例えば、基地局１０５）で成功裏に受信される可能性がより高
くなり得る。しかしながら、ｓＴＴＩのより短い持続期間のために、このような実装は問
題があり得る。例えば、１ミリ秒ＴＴＩが使用されるいくつかの実装では、オン－オフま
たはオフ－オンの遷移の間、２０マイクロ秒（μｓ）の過渡時間（transient time）が存
在し得る。１ミリ秒ＴＴＩ内にこのような過渡期間を有すると、１ミリ秒ＴＴＩ持続期間
のうちの最大で２％がこれらの過渡期間によって影響を受け得る。しかしながら、送信機
がｓＴＴＩを送信しているとき、このような過渡期間の影響は、より大きくなり得る。例
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えば、２シンボルｓＴＴＩが使用されている場合に、２０μｓの過渡期間が存在すると、
ｓＴＴＩ持続期間のうちの１０％超がこのような過渡期間によって影響を受け得る。これ
らの持続期間は、例示のためだけに使用されるものであり、他の過渡期間の持続期間もま
た考慮される。
【００３８】
　[0044]　本開示の態様では、過渡期間のためのタイムマスクは、（例えば、各領域また
は何らかのそのようなファクタにおける情報のセンシティビティに応じて）このような過
渡期間がｓＴＴＩまたはＳＲＳの持続期間外に発生することを保証するために、（例えば
、動的に）適用され得る。すなわち、ｓＴＴＩのコンテンツは、過渡期間が送信の特定の
部分のみに影響を与えるように考慮され得、それは、送信デバイスによってコヒーレント
に決定され得る。このようなケースでは、ｓＴＴＩおよび／またはＳＲＳ送信上の過渡期
間の影響が低減され得、それは、受信機におけるｓＴＴＩおよび／またはＳＲＳの成功裏
の受信の可能性を高め得る。
【００３９】
　[0045]　下記で説明されるように、タイムマスク（例えば、本明細書では代替的にパワ
ーマスク（power mask）と呼ばれ得る）を決定するときに、様々なファクタが考慮され得
る。例えば、ｓＴＴＩ内のＰＵＳＣＨ送信の復調基準信号（ＤＭＲＳ）部分がＳＲＳの隣
にある（例えば、時間的に隣接する）場合、タイムマスクを決定するために複数のオプシ
ョンが存在し得、ＵＥ１１５は、以下に説明されるファクタのうちの１つまたは複数に基
づいて、これらのオプション間で動的に選択することが可能であり得る。例えば、いくつ
かのケースでは、ＵＥ１１５は、ＤＭＲＳを常に保護するように構成され得る（すなわち
、それにより、ＳＲＳ送信内に過渡期間が発生し得、それは、単一のＯＦＤＭシンボルを
表し得る）。いくつかのケースでは、追加的にまたは代替的に、ＵＥ１１５は、非周期的
なＳＲＳ送信を保護するように（すなわち、過渡期間がＤＭＲＳおよび／またはＰＵＳＣ
Ｈ ｓＴＴＩのデータ部分内で発生し得るように）構成され得る。別の例では、周期的な
ＳＲＳ送信に関して、過渡期間（transient times）は、（例えば、このようなＳＲＳ送
信の周期性が、過渡領域に関連付けられたエラーを送信するために、それらをよりロバス
トにし得るため）ＳＲＳシンボル内に収容され得る。一般に、パワーマスクは、ＳＲＳタ
イプ（例えば、周期的または非周期的な）、データ領域のＭＣＳ、またはいくつかの他の
同様のファクタに従って、特定のケースごとに調整され（tailored）得る。さらに、いく
つかのケースでは、隣接するシンボルは、過渡期間の負の効果（negative effect）のバ
ランスをとるために、全体の過渡時間（transient time）を共有し得る。
【００４０】
　[0046]　いくつかの例では、タイムマスクは、アプリケーションに依存し得る。例えば
、ＤＭＲＳおよびデータは、高信頼性低レイテンシ通信（ＵＲＬＬＣ：ultra-reliable, 
low latency communications）のために十分に保護され得る。追加的にまたは代替的に、
マスクは、ＬＴＥ超低レイテンシ（ＵＬＬ：ultra-low latency）通信のために、ＤＭＲ
ＳとＳＲＳとの間で分割され得る。様々な例では、ＵＥ１１５が過渡期間（すなわち、タ
イムマスク）を適宜適応させることができるように、ＵＥ１１５は、ＵＲＬＬＣトラフィ
ックのためにスケジュールされるか、またはＵＬＬのためにスケジュールされるかを、（
例えば、アップリンク許可から）決定し得る。
【００４１】
　[0047]　これらケースはまた、１つのＵＥ１１５のためのＳＲＳが第２のＵＥ１１５の
ｓＴＴＩに連続すると見なされる。すなわち、本明細書で説明される動的なタイムマスキ
ング技法は、連続的なＳＲＳおよびＰＵＳＣＨ ｓＴＴＩが、同じＵＥ１１５に関連付け
られる、または異なるＵＥ１１５に関連付けられるシナリオに適用可能であり得る。例え
ば、サブフレームの最後のｓＴＴＩ（例えば、サブフレーム２１０－ａのｓＴＴＩ２４０
などの時間的に最後のｓＴＴＩ）では、第１のＵＥ１１５は、ｓＴＴＩ２４０の最後のシ
ンボル中でＳＲＳを送り得るが、一方、第２のＵＥ１１５は、データ／ＤＭＲＳ送信のた
めの後続のサブフレーム（例えば、サブフレーム２１０－ｂ）の最初の２つのシンボルを
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使用し得る。
【００４２】
　[0048]　代替的に、サブフレームの時間的に最後のｓＴＴＩ（例えば、ｓＴＴＩ２４０
）が３シンボルｓＴＴＩである場合には、過渡時間は、（例えば、ＤＭＲＳが既に保護さ
れているため）第１のＵＥ１１５のＳＲＳと第２のＵＥ１１５のデータシンボルとの間で
分割され得る。このようなケースでは、ｓＴＴＩが、（例えば、異なるサブバンド中で、
または異なるユーザによって送られるＳＲＳを含む）ＤＭＲＳ、データ、および別の信号
、またはヌル（例えば、対応するＯＦＤＭシンボル上で送られる信号が存在しない）のた
めに使用されるシンボルを含み得る。追加的にまたは代替的に、タイムマスクは、データ
シンボルのコンテンツに基づき得る。例えば、確認応答／否定確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ）ビットを搬送するデータシンボルは、ＤＭＲＳおよび／またはＳＲＳよりも優先され
（例えば、保護され）得る。これらの例はまた、ＵＥ１１５のためのｓＴＴＩがセル固有
のＳＲＳ送信機会に隣接しているときのケースにも適用され得る（すなわち、ＵＥ１１５
によるＳＲＳ送信は存在しないが、他のＵＥ１１５は、セル固有のＳＲＳシンボル中に送
信し得る）。
【００４３】
　[0049]　図３は、ワイヤレスリソース３００、オフ－オン過渡タイムマスクおよびオン
－オフ過渡タイムマスクの例を図示する。ワイヤレスリソース３００は、例えば、図１お
よび図２に関して上述されたような、ＵＥ１１５と基地局１０５との間の低レイテンシ通
信のためのｓＴＴＩ送信で使用され得る。図３の例では、送信機の電力は、公称（nomina
l）オフ電力レベル３０５を有するオフ状態から、公称オン電力レベル３１０を有するオ
ン状態へと変化し得る。第１の過渡期間３１５は、オフ電力レベル３０５からオン電力レ
ベル３１０に送信機が切り替わるための期間に対応し得る。第２の過渡期間３２０は、オ
ン電力レベル３１０からオフ電力レベル３０５に送信機が切り替わるための期間に対応し
得る。
【００４４】
　[0050]　上述されるように、これらの過渡期間は、送信電力および／またはＲＢ割り振
りが変化する領域（すなわち、周波数ホッピング）を指し得る。ＳＲＳ送信が比較的広い
帯域幅上で発生するため、ＳＲＳおよびＰＵＳＣＨ送信の並列（juxtaposition）がこの
ような過渡領域をもたらし得る。さらに上述されるように、このような過渡領域中に発生
する送信は、成功裏の受信のより低い可能性（lower likelihood of successful recepti
on）に関連付けられ得る。従って、デバイスは、過渡領域の負の効果が軽減され得るよう
に送信をフォーマットするために、本明細書で説明される技法を使用するように構成され
得る。
【００４５】
　[0051]　例えば、また上で示されるように、いくつかのケースでは、過渡期間は、送信
のエラーセンシティブな部分の持続期間外の過渡期間を提供するためにマスキングされ得
る。図３の例では、保護された期間の開始３２５は、第１の過渡期間３１５の終わりに対
応し得る。これに対応して、保護された期間の終わり３３０は、第２の過渡期間３２０の
開始に対応し得る。以下で説明される様々な例では、ＵＥ１１５は、保護された期間内の
信号（または時間／周波数リソースの領域）が第１の過渡期間３１５および第２の過渡期
間３２０に関して比較的影響されないように、保護された期間中、（例えば、異なるコン
テンツを有する）信号の異なるタイプを送信するように構成され得る。
【００４６】
　[0052]　図４Ａおよび図４Ｂは、本開示の１つまたは複数の態様をサポートするそれぞ
れのタイムマスク構成４００および４５０の例を図示する。ＵＥ１１５は、これらのタイ
ムマスク構成と、本開示の様々な態様において説明される多様なファクタ（例えば、デー
タのＭＣＳ、ＳＲＳの周期性など）に基づいて起こるタイムマスク構成との間で動的に選
択されるように構成され得る。
【００４７】
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　[0053]　タイムマスク構成４００は、持続期間４０５－ａを有するｓＴＴＩの直前に発
生するＳＲＳシンボル４１０－ａ（例えば、ｓＴＴＩ内で発生し得るか、または発生し得
ない）を図示する。図示されているように、ｓＴＴＩ持続期間４０５－ａは、ＤＭＲＳ領
域４１５－ａ（例えば、ＯＦＤＭシンボルであり得る）と、データ領域４２０－ａに分割
され得る。いくつかのケースでは（例えば、タイムマスク構成４５０を参照して図示され
るように）、データ領域４２０は、（例えば、ＤＭＲＳ領域４１５とＳＲＳ領域４１０が
隣接するように）ＤＭＲＳ領域４１５の前に発生し得る。この例および以下に続く複数の
例は、２シンボルｓＴＴＩ持続期間を用いて図示されているが、他の持続期間（例えば、
３つのシンボル）もまた考慮されることを理解されたい。
【００４８】
　[0054]　タイムマスク構成４００はさらに、最初の過渡領域４２５－ａと最後の過渡領
域４３５－ａとを含み、それは、図３を参照して説明される第１のおよび第２の過渡期間
３１５および３２０の例であり得る。タイムマスク構成４００において過渡領域（transi
ent region）４３０－ａもまた図示されており、それは、（例えば、異なる電力要求およ
び／またはそれぞれの領域の周波数リソースのために）ＳＲＳ領域４１０－ａとＤＭＲＳ
領域４１５－ａとの境界で発生し得る。図示されるように、過渡領域４３０－ａは、全体
がＤＭＲＳ領域４１５－ａ内に含まれ得る。例えば、このような構成は、ＳＲＳ領域４１
０－ａが非周期的なＳＲＳを含み、および／またはデータ領域４２０－ａが（例えば、他
の情報のＭＣＳと比較して）高いＭＣＳを用いて符号化された情報を含むときに用いられ
得る。
【００４９】
　[0055]　図４Ｂを参照すると、タイムマスク構成４５０は、ｓＴＴＩ持続期間４０５－
ｂの直後にＳＲＳ領域４１０－ｂが発生し得ることを除いて、タイムマスク構成４００の
態様に似ている。タイムマスク構成４５０の他のコンポーネントは、タイムマスク構成４
００に関して説明された対応する特徴に類似し得る。
【００５０】
　[0056]　図５Ａおよび図５Ｂは、本開示の１つまたは複数の態様をサポートするそれぞ
れのタイムマスク５００および５５０の例を図示する。ＵＥ１１５は、これらのタイムマ
スク構成と、様々なファクタ（例えば、データのＭＣＳ、ＳＲＳの周期性など）に基づい
て本明細書で説明される他のタイムマスク構成との間で動的に選択するように構成され得
る。
【００５１】
　[0057]　タイムマスク構成５００は、ｓＴＴＩ持続期間５０５－ａを有するｓＴＴＩの
直前に発生する、ＳＲＳシンボル５１０－ａ（例えば、ｓＴＴＩ内で発生し得るまたは発
生し得ない）を図示する。図示されるように、ｓＴＴＩ持続期間５０５－ａは、ＤＭＲＳ
領域５１５－ａ（例えば、ＯＦＤＭシンボルであり得る）と、データ領域５２０－ａとに
分割され得る。いくつかのケースでは（例えば、タイムマスク構成５５０を参照して図示
されるように）、データ領域５２０は、（例えば、データ領域５２０とＳＲＳ領域５１０
とが隣接するように）ＤＭＲＳ領域５１５の後に発生し得る。
【００５２】
　[0058]　タイムマスク構成５００はさらに、最初の過渡領域５２５－ａと最後の過渡領
域５３５－ａとを含み、それは、図３を参照して説明される第１のおよび第２の過渡期間
３１５および３２０の例であり得る。タイムマスク構成５００において過渡領域５３０－
ａもまた図示されており、それは、（例えば、異なる電力要求および／またはそれぞれの
領域の周波数リソースのために）ＳＲＳ領域５１０－ａとデータ領域５２０－ａとの境界
で発生し得る。図示されるように、過渡領域５３０－ａは、全体がデータ領域５２０－ａ
内に含まれ得る。例えば、このような構成は、ＳＲＳ領域５１０－ａが非周期的なＳＲＳ
を含み、および／またはデータ領域５２０－ａが比較的低いＭＣＳと符号化された情報を
含む（例えば、それにより、ＤＭＲＳ領域５１５－ａおよびＳＲＳ領域５１０－ａがデー
タ領域５２０－ａよりも優先され得る）ときに用いられ得る。
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【００５３】
　[0059]　図５Ｂを参照すると、タイムマスク構成５５０は、ｓＴＴＩ持続期間５０５－
ｂの直後に（に続いて）ＳＲＳ領域５１０－ｂが発生し得ることを除いて、タイムマスク
構成５００の態様に似ている。タイムマスク構成５５０の他のコンポーネントは、タイム
マスク構成５００に関して説明された対応する特徴に類似し得る。
【００５４】
　[0060]　図６Ａおよび図６Ｂは、本開示の１つまたは複数の態様をサポートするそれぞ
れのタイムマスク構成６００および６５０の例を図示する。ＵＥ１１５は、これらのタイ
ムマスク構成と、様々なファクタ（例えば、データのＭＣＳ、ＳＲＳの周期性など）に基
づいて本明細書で説明される他のタイムマスク構成との間で動的に選択するように構成さ
れ得る。
【００５５】
　[0061]　タイムマスク構成６００は、ｓＴＴＩ持続期間６０５－ａを有するｓＴＴＩの
直前に発生するＳＲＳシンボル６１０－ａ（例えば、ｓＴＴＩ内で発生し得るまたは発生
し得ない）を図示する。図示されるように、ｓＴＴＩ持続期間６０５－ａは、ＤＭＲＳ領
域６１５－ａ（例えば、ＯＦＤＭシンボルであり得る）と、データ領域６２０－ａとに分
割され得る。いくつかのケースでは（例えば、タイムマスク構成６５０を参照して図示さ
れるように）、データ領域６２０は、ｓＴＴＩ持続期間６０５－ｂ内のＤＭＲＳ領域６１
５の前に発生し得る。
【００５６】
　[0062]　タイムマスク構成６００はさらに、最初の過渡領域６２５－ａと最後の過渡領
域６３５－ａとを含み、それは、図３を参照して説明される第１のおよび第２の過渡期間
３１５および３２０の例であり得る。タイムマスク構成６００において過渡領域６３０－
ａもまた図示されており、それは、（例えば、異なる電力要求および／またはそれぞれの
領域の周波数リソースのために）ＳＲＳ領域６１０－ａとｓＴＴＩ持続期間６０５－ａを
有するｓＴＴＩとの境界で発生し得る。図示されるように、過渡領域６３０－ａは、全体
がＳＲＳ領域６１０－ａ内に含まれ得る。例えば、このような構成は、ＳＲＳ領域６１０
－ａが周期的なＳＲＳを含み、および／またはデータ領域６２０－ａが高いＭＣＳを用い
て符号化された情報を含む（例えば、それにより、ＤＭＲＳ領域６１５－ａおよびデータ
領域６２０－ａがＳＲＳ領域６１０－ａよりも優先され得る）ときに用いられ得る。
【００５７】
　[0063]　図６Ｂを参照すると、タイムマスク構成６５０は、ＤＭＲＳ領域６１５－ｂの
前にデータ領域６２０－ｂが発生し得ることを除いて、タイムマスク構成６００の態様に
似ている。タイムマスク構成６５０の他のコンポーネントは、タイムマスク構成６００に
関して説明された対応する特徴に類似し得る。
【００５８】
　[0064]　図７Ａおよび図７Ｂは、本開示の１つまたは複数の態様をサポートするそれぞ
れのタイムマスク構成７００および７５０の例を図示する。ＵＥ１１５は、これらのタイ
ムマスク構成と、様々なファクタ（例えば、データのＭＣＳ、ＳＲＳの周期性など）に基
づいて本明細書で説明される他のタイムマスク構成との間で動的に選択するように構成さ
れ得る。
【００５９】
　[0065]　タイムマスク構成７００は、この例では、持続期間７０５－ａを有するｓＴＴ
Ｉの後にＳＲＳ領域７１０－ａが発生することを除いて、図６Ａを参照して説明されるよ
うなタイムマスク構成６００の態様に似ている。しかしながら、図示されるように、この
例では、ＳＲＳ領域７１０－ａとＤＭＲＳ領域７１５－ａとが未だ隣接している。同様に
、タイムマスク構成７５０は、図６ＢＡに関連して説明されるように、この例では、持続
期間７０５－ｂを有するｓＴＴＩの後にＳＲＳ領域７１０－ｂが発生することを除いて、
タイムマスク構成６５０の態様に似ている。しかしながら、図示されるように、この例で
は、ＳＲＳ領域７１０－ｂとデータ領域７２０－ｂとが未だ隣接している。タイムマスク
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構成７００、７５０の様々なコンポーネントは、そうでない場合には、タイムマスク構成
６００、６５０を参照して説明される対応するコンポーネントに類似し得る。上述される
ように、（例えば、過渡領域７３０がＳＲＳ領域７１０内で発生する）このようなタイム
マスク構成は、ＳＲＳ領域７１０が周期的なＳＲＳを含み、および／またはデータ領域７
２０が高いＭＣＳを用いて符号化された情報を含む（例えば、それにより、ＤＭＲＳ領域
７１５およびデータ領域７２０がＳＲＳ領域７１０よりも優先され得る）ときに用いられ
得る。
【００６０】
　[0066]　図８Ａおよび図８Ｂは、本開示の１つまたは複数の態様をサポートするそれぞ
れのタイムマスク構成８００および８５０の例を図示する。ＵＥ１１５は、これらのタイ
ムマスク構成と、様々なファクタ（例えば、データのＭＣＳ、ＳＲＳの周期性など）に基
づいて本明細書で説明される他のタイムマスク構成との間で動的に選択するように構成さ
れ得る。
【００６１】
　[0067]　タイムマスク構成８００、８５０は、それぞれ、図４Ａおよび図４Ｂを参照し
て上述される、タイムマスク構成４００、４５０に似ている。しかしながら、本開示の様
々な態様によると、この例では、ＳＲＳ領域およびＤＭＲＳ領域の境界で発生する過渡領
域は、２つの領域間で共有され得る（例えば、最初の過渡部分８０５がＳＲＳ領域内で発
生し、第２の過渡部分８１０がＤＭＲＳ領域内で発生する）。ＳＲＳ領域とＤＭＲＳ領域
との間で過渡領域を分割することは、（例えば、ＳＲＳ領域もＤＭＲＳ領域も、他のもの
より優先されないケースでは）過渡領域の負の影響を低減し得る。
【００６２】
　[0068]　タイムマスク構成８５０は、ＳＲＳ領域が、ＤＭＲＳ領域の後に（すなわち、
それら２つが未だ隣接するように）発生することを除いて、タイムマスク構成８００に似
ている。図示されるように、およびタイムマスク構成８００を参照して上述されるように
、過渡領域は、第１の過渡部分８１５と第２の過渡部分８２０とに分割され得る。これら
の過渡部分は、持続期間に等しくなり得るが、他の持続期間セグメンテーションもまた考
慮される（すなわち、それにより、第１の過渡部分８１５および第２の過渡部分８２０の
持続期間が全てのケースにおいて等しくなるわけではない）。
【００６３】
　[0069]　図９は、本開示の１つまたは複数の態様をサポートするタイムマスク構成９０
０の例を図示する。ＵＥ１１５は、このタイムマスク構成と、様々なファクタ（例えば、
データのＭＣＳ、ＳＲＳの周期性など）に基づいて本明細書で説明される他のタイムマス
ク構成との間で動的に選択するように構成され得る。
【００６４】
　[0070]　タイムマスク構成９００は、図８Ａを参照して説明されるタイムマスク構成８
００の態様に似ている。しかしながら、タイムマスク構成８００は、ＳＲＳ領域とＤＭＲ
Ｓ領域との間で過渡期間をセグメント化したが、一方、タイムマスク構成９００は、ＳＲ
Ｓ領域とデータ領域との間での同様のセグメント化を図示している。従って、第１の過渡
部分９０５は、ＳＲＳ領域内で発生し、第２の過渡部分９１０は、データ領域内で発生す
る。例えば、このようなタイムマスク構成は、ＤＭＲＳ領域がデータ領域およびＳＲＳ領
域よりも優先されるときに用いられ得るが、データ領域とＳＲＳ領域との間にそれら自体
の実質的な優先順位は存在しない。
【００６５】
　[0071]　図１０は、本開示の１つまたは複数の態様をサポートするタイムマスク構成１
０００の例を図示する。ＵＥ１１５は、このタイムマスク構成と、様々なファクタ（例え
ば、データのＭＣＳ、ＳＲＳの周期性など）に基づいて本明細書で説明される他のタイム
マスク構成との間で動的に選択するように構成され得る。
【００６６】
　[0072]　タイムマスク構成１０００は、この例では、ＳＲＳ領域が、データ領域の後に
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（例えば、ＳＲＳ領域およびデータ領域が未だ隣接するように）発生することを除いて、
図９を参照して説明されるタイムマスク構成９００の態様に似ている。従って、第１の過
渡部分１００５は、データ領域内で発生し、第２の過渡部分１０１０は、ＳＲＳ領域内で
発生する。例えば、タイムマスク構成１０００は、ＤＭＲＳ領域がデータ領域およびＳＲ
Ｓ領域よりも優先されるときに用いられ得るが、データ領域とＳＲＳ領域との間にそれら
自体の実質的な優先順位は存在しない。上述されるように、第１および第２の過渡部分１
００５、１０１０は、同じ持続期間を有する；代替的に、過渡領域の何らかの他の適切な
セグメンテーションが用いられ得る（例えば、それにより、高優先度を有する領域が、対
応するより短い過渡部分を有し得る）。
【００６７】
　[0073]　図１１は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成をサポートするワイヤレスデバイス１１０５のブロック図１１００を示す。
ワイヤレスデバイス１１０５は、図１を参照して説明されたようなＵＥ１１５の態様の例
であり得る。ワイヤレスデバイス１１０５は、受信機１１１０、通信マネージャ１１１５
、および送信機１１２０を含み得る。ワイヤレスデバイス１１０５はまた、プロセッサを
含み得る。これらのコンポーネントの各々は、（例えば、１つまたは複数のバスを介して
）互いと通信状態にあり得る。
【００６８】
　[0074]　受信機１１１０は、様々な情報チャネルに関連付けられた、パケット、ユーザ
データ、または制御情報など（例えば、ｓＴＴＩのための動的な過渡期間構成に関する制
御チャネル、データチャネル、および情報など）の情報を受信し得る。情報は、デバイス
の他のコンポーネントにわたされ得る。受信機１１１０は、図１４を参照して説明された
トランシーバ１４３５の態様の例であり得る。受信機１１１０は、単一のアンテナまたは
アンテナのセットを利用し得る。
【００６９】
　[0075]　通信マネージャ１１１５は、図１４を参照して説明される通信マネージャ１４
１５の態様の例であり得る。通信マネージャ１１１５および／またはその様々なサブコン
ポーネントのうちの少なくともいくつかは、ハードウェア、プロセッサによって実行され
るソフトウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組み合わせで実装され得る。プ
ロセッサによって実行されるソフトウェアで実装される場合、通信マネージャ１１１５お
よび／またはその様々なサブコンポーネントのうちの少なくともいくつかの機能は、汎用
プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブルロジ
ックデバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタロジック、ディスクリートハー
ドウェアコンポーネント、あるいは本開示で説明される機能を実行するように設計された
これらの任意の組み合わせによって実行され得る。
【００７０】
　[0076]　通信マネージャ１１１５および／またはその様々なサブコンポーネントのうち
の少なくともいくつかは、様々な位置に物理的に位置し得、機能の部分が、１つまたは複
数の物理的デバイスによって異なる物理的なロケーションにおいて実装されるように分散
されていることを含む。いくつかの例では、通信マネージャ１１１５および／またはその
様々なサブコンポーネントのうちの少なくともいくつかは、本開示の様々な態様による、
別個のおよび異なるコンポーネントであり得る。他の例では、通信マネージャ１１１５お
よび／またはその様々なサブコンポーネントのうちの少なくともいくつかは、それに限定
されるものではないが、本開示の様々な態様に従った、Ｉ／Ｏコンポーネント、トランシ
ーバ、ネットワークサーバ、別のコンピューティングデバイス、本開示で説明される１つ
または複数の他のコンポーネント、またはこれらの組み合わせを含む、１つまたは複数の
他のハードウェアコンポーネントと組み合わせられ得る。
【００７１】
　[0077]　通信マネージャ１１１５は、アップリンク送信のためのリソース許可を識別す
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ること、ここで、アップリンク送信は、第１のＲＳと、少なくとも第２のＲＳおよびデー
タを含むＴＴＩとを含み、と、第１のＲＳのタイプ、第２のＲＳのタイプ、およびデータ
のタイプを識別することと、を行い得る。いくつかのケースでは、通信マネージャ１１１
５は、第１のＲＳのタイプ、第２のＲＳのタイプ、データのタイプに少なくとも部分的に
基づいて、第１のＲＳ、第２のＲＳ、およびデータに関連付けられた優先順位を決定する
ことと、決定された優先順位に基づいて、第１のＲＳ、またはＴＴＩ、または両方とオー
バーラップする過渡期間を動的に構成することと、構成された過渡期間を含むアップリン
ク送信を送信することと、を行い得る。
【００７２】
　[0078]　送信機１１２０は、デバイスの他のコンポーネントによって生成された信号を
送信し得る。いくつかの例では、送信機１１２０は、トランシーバモジュール中で受信機
１１１０とコロケートされ得る。例えば、送信機１１２０は、図１４を参照して説明され
たトランシーバ１４３５の態様の例であり得る。送信機１１２０は、単一のアンテナまた
はアンテナのセットを利用し得る。
【００７３】
　[0079]　図１２は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成をサポートする、ワイヤレスデバイス１２０５のブロック図１２００を示す
。ワイヤレスデバイス１２０５は、図１および図１１を参照して説明されたようなワイヤ
レスデバイス１１０５またはＵＥ１１５の態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス１２
０５は、受信機１２１０、通信マネージャ１２１５、および送信機１２２０を含み得る。
ワイヤレスデバイス１２０５はまた、プロセッサを含み得る。これらのコンポーネントの
各々は、（例えば、１つまたは複数のバスを介して）互いと通信状態にあり得る。
【００７４】
　[0080]　受信機１２１０は、様々な情報チャネル（例えば、ｓＴＴＩのための動的な過
渡期間構成に関する制御チャネル、データチャネル、および情報など）に関連付けられた
、パケット、ユーザデータ、または制御情報などの情報を受信し得る。情報は、デバイス
の他のコンポーネントにわたされ得る。受信機１２１０は、図１４を参照して説明された
トランシーバ１４３５の態様の例であり得る。受信機１２１０は、単一のアンテナまたは
アンテナのセットを利用し得る。
【００７５】
　[0081]　通信マネージャ１２１５は、図１４を参照して説明される通信マネージャ１４
１５の態様の例であり得る。通信マネージャ１２１５はまた、アップリンク送信マネージ
ャ１２２５、信号タイプコンポーネント１２３０、優先順位マネージャ１２３５、および
過渡期間コンポーネント１２４０を含み得る。
【００７６】
　[0082]　アップリンク送信マネージャ１２２５は、アップリンク送信のためのリソース
許可を識別すること、ここで、アップリンク送信は、第１のＲＳと、少なくとも第２のＲ
Ｓおよびデータを含むＴＴＩとを含み、と、構成された過渡期間を含むアップリンク送信
を送信することと、を行い得る。いくつかのケースでは、ＴＴＩまたは第１のＲＳは、別
のワイヤレスデバイスに関連付けられる。いくつかのケースでは、第１のＲＳは、ＳＲＳ
を含む。いくつかのケースでは、第２のＲＳは、ＤＭＲＳを含む。
【００７７】
　[0083]　信号タイプコンポーネント１２３０は、第１のＲＳのタイプ、第２のＲＳのタ
イプ、およびデータのタイプを識別し得る。例えば、信号タイプコンポーネント１２３０
は、タイプを識別するためにこれらの信号のコンテンツを決定し得る。いくつかのケース
では、データのコンテンツは、確認応答または否定確認応答を含む。優先順位マネージャ
１２３５は、第１のＲＳのタイプ、第２のＲＳのタイプ、データのタイプに少なくとも部
分的に基づいて、第１のＲＳ、第２のＲＳ、およびデータに関連付けられた優先順位を決
定し得る。過渡期間コンポーネント１２４０は、決定された優先順位に基づいて、第１の
ＲＳ、またはＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成し得る。
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【００７８】
　[0084]　送信機１２２０は、デバイスの他のコンポーネントによって生成された信号を
送信し得る。いくつかの例では、送信機１２２０は、トランシーバモジュール中で受信機
１２１０とコロケートされ得る。例えば、送信機１２２０は、図１４を参照して説明され
たトランシーバ１４３５の態様の例であり得る。送信機１２２０は、単一のアンテナまた
はアンテナのセットを利用し得る。
【００７９】
　[0085]　図１３は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成をサポートする通信マネージャ１３１５のブロック図１３００を示す。通信
マネージャ１３１５は、図１１、図１２、および図１４を参照して説明される通信マネー
ジャ１１１５、通信マネージャ１２１５、または通信マネージャ１４１５の態様の例であ
り得る。通信マネージャ１３１５は、アップリンク送信マネージャ１３２０、信号タイプ
コンポーネント１３２５、優先順位マネージャ１３３０、過渡期間コンポーネント１３３
５、送信シーケンスコンポーネント１３４０、ＲＳコンポーネント１３４５、およびデー
タタイプコンポーネント１３５０を含み得る。これらのモジュールの各々は、互いと（例
えば、１つまたは複数のバスを介して）直接または間接的に通信し得る。
【００８０】
　[0086]　アップリンク送信マネージャ１３２０は、アップリンク送信のためのリソース
許可を識別すること、ここで、アップリンク送信は、第１のＲＳと、少なくとも第２のＲ
Ｓおよびデータを含むＴＴＩとを含み、と、構成された過渡期間を含むアップリンク送信
を送信することと、を行い得る。いくつかのケースでは、ＴＴＩまたは第１のＲＳは、別
のワイヤレスデバイスに関連付けられる。いくつかのケースでは、第１のＲＳは、ＳＲＳ
を含む。いくつかのケースでは、第２のＲＳは、ＤＭＲＳを含む。
【００８１】
　[0087]　信号タイプコンポーネント１３２５は、第１のＲＳのタイプ、第２のＲＳのタ
イプ、およびデータのタイプを識別し得る。いくつかのケースでは、データのコンテンツ
は、確認応答または否定確認応答を含む。優先順位マネージャ１３３０は、第１のＲＳの
タイプ、第２のＲＳのタイプ、データのタイプに少なくとも部分的に基づいて、第１のＲ
Ｓ、第２のＲＳ、およびデータに関連付けられた優先順位を決定し得る。過渡期間コンポ
ーネント１３３５は、決定された優先順位に基づいて、第１のＲＳ、またはＴＴＩ、また
は両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成し得る。
【００８２】
　[0088]　送信シーケンスコンポーネント１３４０は、第１のＲＳがアップリンク送信内
で第２のＲＳに隣接すると決定し得、ここで、過渡期間は、第１のＲＳが第２のＲＳに隣
接するとの決定に基づいて、第１のＲＳ、第２のＲＳ、または両方とオーバーラップする
ように構成される。例えば、送信シーケンスコンポーネント１３４０は、第１のＲＳがア
ップリンク送信内で第２のＲＳに隣接すると決定し得、過渡期間は、第１のＲＳが第２の
ＲＳに隣接するとの決定に基づいて、第１のＲＳおよび第２のＲＳとオーバーラップする
ように構成され得る。追加的にまたは代替的に、過渡期間は、第１のＲＳが第２のＲＳに
隣接するとの決定に基づいて、第２のＲＳとオーバーラップするように構成され得る。
【００８３】
　[0089]　いくつかの例では、送信シーケンスコンポーネント１３４０は、第１のＲＳが
アップリンク送信内でＴＴＩのデータに隣接すると決定し得、ここで、過渡期間は、第１
のＲＳがデータに隣接するとの決定に基づいて、第１のＲＳ、データ、または両方とオー
バーラップするように構成される。例えば、送信シーケンスコンポーネント１３４０は、
第１のＲＳがアップリンク送信内のＴＴＩのデータに隣接すると決定し得、過渡期間は、
第１のＲＳがデータに隣接するとの決定に基づいて、データとオーバーラップするように
構成され得る。他の例では、過渡期間は、第１のＲＳがデータに隣接するとの決定に少な
くとも部分的に基づいて、第１のＲＳとオーバーラップするように構成され得る。ＲＳコ
ンポーネント１３４５は、アップリンク送信のアップリンク構成に基づいて、ＲＳの周期
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性を識別し得る。データタイプコンポーネント１３５０は、データ、またはデータのコン
テンツ、または両方に関連付けられたＭＣＳを識別し得る。いくつかの例では、データの
コンテンツは、ＨＡＲＱ処理のためのＡＣＫ／ＮＡＣＫを含み得る。
【００８４】
　[0090]　図１４は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成をサポートするデバイス１４０５を含むシステム１４００の図を示す。デバ
イス１４０５は、例えば、図１、図１１、および図１２を参照して上述されるような、ワ
イヤレスデバイス１１０５、ワイヤレスデバイス１２０５、またはＵＥ１１５のコンポー
ネントの例であるか、またはそれらを含み得る。デバイス１４０５は、通信マネージャ１
４１５、プロセッサ１４２０、メモリ１４２５、ソフトウェア１４３０、トランシーバ１
４３５、アンテナ１４４０、およびＩ／Ｏコントローラ１４４５を含む、通信を送信およ
び受信するためのコンポーネントを含む双方向音声およびデータ通信のためのコンポーネ
ントを含み得る。これらのコンポーネントは、１つまたは複数のバス（例えば、バス１４
１０）を介して電子通信状態にあり得る。デバイス１４０５は、１つまたは複数の基地局
１０５とワイヤレスに通信し得る。
【００８５】
　[0091]　プロセッサ１４２０は、インテリジェントハードウェアデバイス（例えば、汎
用プロセッサ、ＤＳＰ、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ
、ＦＰＧＡ、プログラマブルロジックデバイス、ディスクリートゲートまたはトランジス
タロジックコンポーネント、ディスクリートハードウェアコンポーネント、またはこれら
の任意の組み合わせ）を含み得る。いくつかのケースでは、プロセッサ１４２０は、メモ
リコントローラを使用してメモリアレイを動作させるように構成され得る。他のケースで
は、メモリコントローラは、プロセッサ１４２０に一体化され得る。プロセッサ１４２０
は、様々な構成（例えば、ｓＴＴＩのための動的な過渡期間構成をサポートする機能また
はタスク）を行うためのメモリに記憶されたコンピュータ可読命令を実行するように構成
され得る。
【００８６】
　[0092]　メモリ１４２５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読み取り専用メ
モリ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリ１４２５は、実行されると、プロセッサに、本明細書
で説明される様々な機能を行わせる命令を含むコンピュータ読み取り可能なコンピュータ
実行可能ソフトウェア１４３０を記憶し得る。いくつかのケースでは、メモリ１４２５は
、特に、周辺コンポーネントまたはデバイスとの相互作用のような基本ハードウェアおよ
び／またはソフトウェア動作を制御し得る基本入力／出力システム（ＢＩＯＳ）を含み得
る。
【００８７】
　[0093]　ソフトウェア１４３０は、ｓＴＴＩのための動的な過渡期間構成をサポートす
るためのコードを含む、本開示の態様を実装するためのコードを含み得る。ソフトウェア
１４３０は、システムメモリまたは他のメモリなどの、非一時的コンピュータ可読媒体に
記憶され得る。いくつかのケースでは、ソフトウェア１４３０は、プロセッサによって直
接実行可能ではないことがあり得るが、（例えば、コンパイルおよび実行されたときに）
コンピュータに、本明細書で説明される機能を行わせ得る。
【００８８】
　[0094]　トランシーバ１４３５は、上述されるように、１つまたは複数のアンテナ、ワ
イヤードまたはワイヤレスリンクを介して双方向に通信し得る。例えば、トランシーバ１
４３５は、ワイヤレストランシーバを表し、別のワイヤレストランシーバと双方向に通信
し得る。トランシーバ１４３５はまた、パケットを変調し、変調されたパケットを送信の
ためにアンテナに提供し、アンテナから受信されたパケットを復調するためのモデムを含
み得る。いくつかのケースでは、ワイヤレスデバイスは、単一のアンテナ１４４０を含み
得る。しかしながら、いくつかのケースでは、デバイスは、１より多いアンテナ１４４０
を有し得、それは、複数のワイヤレス送信を同時に送信または受信することが可能であり
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得る。
【００８９】
　[0095]　Ｉ／Ｏコントローラ１４４５は、デバイス１４０５のための入力および出力信
号を管理し得る。Ｉ／Ｏコントローラ１４４５はまた、デバイス１４０５に一体化されて
いない周辺機器を管理し得る。いくつかのケースでは、Ｉ／Ｏコントローラ１４４５は、
外部周辺機器への物理的接続またはポートを表し得る。いくつかのケースでは、Ｉ／Ｏコ
ントローラ１４４５は、ｉＯＳ（登録商標）、ＡＮＤＲＯＩＤ（登録商標）、ＭＳ－ＤＯ
Ｓ（登録商標）、ＭＳ－ＷＩＮＤＯＷＳ（登録商標）、ＯＳ／２（登録商標）、ＵＮＩＸ
（登録商標）、ＬＩＮＵＸ（登録商標）、または別の知られているオペレーティングシス
テムなどのオペレーティングシステムを利用し得る。他のケースでは、Ｉ／Ｏコントロー
ラ１４４５は、モデム、キーボード、マウス、タッチスクリーン、または類似するデバイ
スを表すか、またはそれらと相互作用する。いくつかのケースでは、Ｉ／Ｏコントローラ
１４４５は、プロセッサの一部として実装され得る。いくつかのケースでは、ユーザは、
Ｉ／Ｏコントローラ１４４５を介して、またはＩ／Ｏコントローラ１４４５によって制御
されたハードウェアコンポーネントを介して、デバイス１４０５と相互作用し得る。
【００９０】
　[0096]　図１５は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成のための方法１５００を図示するフローチャートを示す。方法１５００の動
作は、本明細書で説明されるように、ＵＥ１１５またはそのコンポーネントによって実施
され得る。例えば、方法１５００の動作は、図１１～１４を参照して説明されたような通
信マネージャによって行われ得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される
機能を行うために、デバイスの機能的な要素を制御するためのコードのセットを実行し得
る。追加的にまたは代替的に、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明
される機能の態様を行い得る。
【００９１】
　[0097]　１５０５において、ＵＥ１１５は、アップリンク送信のためのリソース許可を
識別し得、アップリンク送信は、第１のＲＳと、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含
むＴＴＩとを備える。１５０５の動作は、図１～図１０を参照して説明された方法に従っ
て行われ得る。ある特定の例では、１５０５の動作の態様は、図１１～１４を参照して説
明されたようなアップリンク送信マネージャによって行われ得る。
【００９２】
　[0098]　１５１０において、ＵＥ１１５は、第１のＲＳのタイプ、第２のＲＳのタイプ
、およびデータのタイプを識別し得る。１５１０の動作は、図１～図１０を参照して説明
された方法に従って行われ得る。ある特定の例では、１５１０の動作の態様は、図１１～
１４を参照して説明されたような単一タイプのコンポーネントによって行われ得る。
【００９３】
　[0099]　１５１５において、ＵＥ１１５は、第１のＲＳのタイプ、第２のＲＳのタイプ
、およびデータのタイプに少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＳ、第２のＲＳ、およ
びデータに関連付けられた優先順位を決定し得る。１５１５の動作は、図１～図１０を参
照して説明された方法に従って行われ得る。ある特定の例では、１５１５の動作の態様は
、図１１～１４を参照して説明されたような優先順位マネージャによって行われ得る。
【００９４】
　[0100]　１５２０において、ＵＥ１１５は、決定された優先順位に少なくとも部分的に
基づいて、第１のＲＳ、またはＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的
に構成し得る。１５２０の動作は、図１～図１０を参照して説明された方法に従って行わ
れ得る。ある特定の例では、１５２０の動作の態様は、図１１～１４を参照して説明され
たような過渡期間コンポーネントによって行われ得る。
【００９５】
　[0101]　１５２５において、ＵＥ１１５は、構成された過渡期間を備えるアップリンク
送信を送信し得る。１５２５の動作は、図１～図１０を参照して説明された方法に従って
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行われ得る。ある特定の例では、１５２５の動作の態様は、図１１～１４を参照して説明
されたようなアップリンク送信マネージャによって行われ得る。
【００９６】
　[0102]　図１６は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成のための方法１６００を図示するフローチャートを示す。方法１６００の動
作は、本明細書で説明されるように、ＵＥ１１５またはそのコンポーネントによって実施
され得る。例えば、方法１６００の動作は、図１１～１４を参照して説明されたような通
信マネージャによって行われ得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される
機能を行うために、デバイスの機能的な要素を制御するためのコードのセットを実行し得
る。追加的にまたは代替的に、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明
される機能の態様を行い得る。
【００９７】
　[0103]　１６０５において、ＵＥ１１５は、アップリンク送信のためのリソース許可を
識別し得、アップリンク送信は、第１のＲＳと、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含
むＴＴＩとを備える。１６０５の動作は、図１～図１０を参照して説明された方法に従っ
て行われ得る。ある特定の例では、１６０５の動作の態様は、図１１～１４を参照して説
明されたようなアップリンク送信マネージャによって行われ得る。
【００９８】
　[0104]　１６１０において、ＵＥ１１５は、第１のＲＳがアップリンク送信内の第２の
ＲＳに隣接すると決定し得る。１６１０の動作は、図１～図１０を参照して説明された方
法に従って行われ得る。ある特定の例では、１６１０の動作の態様は、図１１～１４を参
照して説明されたような送信シーケンスコンポーネントによって行われ得る。
【００９９】
　[0105]　１６１５において、ＵＥ１１５は、第１のＲＳのタイプ、第２のＲＳのタイプ
、およびデータのタイプを識別し得る。１６１５の動作は、図１～図１０を参照して説明
された方法に従って行われ得る。ある特定の例では、１６１５の動作の態様は、図１１～
１４を参照して説明されたような単一タイプのコンポーネントによって行われ得る。
【０１００】
　[0106]　１６２０において、ＵＥ１１５は、第１のＲＳのタイプ、第２のＲＳのタイプ
、およびデータのタイプに少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＳ、第２のＲＳ、およ
びデータに関連付けられた優先順位を決定し得る。１６２０の動作は、図１～図１０を参
照して説明された方法に従って行われ得る。ある特定の例では、１６２０の動作の態様は
、図１１～１４を参照して説明されたような優先順位マネージャによって行われ得る。
【０１０１】
　[0107]　１６２５において、ＵＥ１１５は、決定された優先順位に少なくとも部分的に
基づいて、第１のＲＳ、またはＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的
に構成し得る。いくつかのケースでは、過渡期間は、第１のＲＳが第２のＲＳに隣接する
との決定に少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＳ、第２のＲＳ、または両方とオーバ
ーラップするように構成され得る。１６２５の動作は、図１～図１０を参照して説明され
た方法に従って行われ得る。ある特定の例では、１６２５の動作の態様は、図１１～１４
を参照して説明されたような過渡期間コンポーネントによって行われ得る。
【０１０２】
　[0108]　１６３０において、ＵＥ１１５は、構成された過渡期間を備えるアップリンク
送信を送信し得る。１６３０の動作は、図１～図１０を参照して説明された方法に従って
行われ得る。ある特定の例では、１６３０の動作の態様は、図１１～１４を参照して説明
されたようなアップリンク送信マネージャによって行われ得る。
【０１０３】
　[0109]　図１７は、本開示の１つまたは複数の態様に従った、ｓＴＴＩのための動的な
過渡期間構成のための方法１７００を図示するフローチャートを示す。方法１７００の動
作は、本明細書で説明されるように、ＵＥ１１５またはそのコンポーネントによって実施
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され得る。例えば、方法１７００の動作は、図１１～１４を参照して説明されたような通
信マネージャによって行われ得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される
機能を行うために、デバイスの機能的な要素を制御するためのコードのセットを実行し得
る。追加的にまたは代替的に、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明
される機能の態様を行い得る。
【０１０４】
　[0110]　１７０５において、ＵＥ１１５は、アップリンク送信のためのリソース許可を
識別し得、アップリンク送信は、第１のＲＳと、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含
むＴＴＩとを備える。１７０５の動作は、図１～図１０を参照して説明された方法に従っ
て行われ得る。ある特定の例では、１７０５の動作の態様は、図１１～１４を参照して説
明されたようなアップリンク送信マネージャによって行われ得る。
【０１０５】
　[0111]　１７１０において、ＵＥ１１５は、第１のＲＳがアップリンク送信内のＴＴＩ
のデータに隣接すると決定し得る。１７１０の動作は、図１～図１０を参照して説明され
た方法に従って行われ得る。ある特定の例では、１７１０の動作の態様は、図１１～１４
を参照して説明されたような送信シーケンスコンポーネントによって行われ得る。
【０１０６】
　[0112]　１７１５において、ＵＥ１１５は、第１のＲＳのタイプ、第２のＲＳのタイプ
、およびデータのタイプを識別し得る。１７１５の動作は、図１～図１０を参照して説明
された方法に従って行われ得る。ある特定の例では、１７１５の動作の態様は、図１１～
１４を参照して説明されたような単一タイプのコンポーネントによって行われ得る。
【０１０７】
　[0113]　１７２０において、ＵＥ１１５は、第１のＲＳのタイプ、第２のＲＳのタイプ
、およびデータのタイプに少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＳ、第２のＲＳ、およ
びデータに関連付けられた優先順位を決定し得る。１７２０の動作は、図１～図１０を参
照して説明された方法に従って行われ得る。ある特定の例では、１７２０の動作の態様は
、図１１～１４を参照して説明されたような優先順位マネージャによって行われ得る。
【０１０８】
　[0114]　１７２５において、ＵＥ１１５は、決定された優先順位に少なくとも部分的に
基づいて、第１のＲＳ、またはＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的
に構成し得る。いくつかの例では、過渡期間は、第１のＲＳがデータに隣接するとの決定
に少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＳ、データ、または両方とオーバーラップする
ように構成され得る。１７２５の動作は、図１～図１０を参照して説明された方法に従っ
て行われ得る。ある特定の例では、１７２５の動作の態様は、図１１～１４を参照して説
明されたような過渡期間コンポーネントによって行われ得る。
【０１０９】
　[0115]　１７３０において、ＵＥ１１５は、構成された過渡期間を備えるアップリンク
送信を送信し得る。１７３０の動作は、図１～図１０を参照して説明された方法に従って
行われ得る。ある特定の例では、１７３０の動作の態様は、図１１～１４を参照して説明
されたようなアップリンク送信マネージャによって行われ得る。
【０１１０】
　[0116]　上述された方法は、起こり得る実装を説明しており、動作は、再構成されるか
または他の方法で変更され得、他の実装が可能であることに留意されたい。さらに、これ
ら方法のうちの２つ以上からの態様が組み合わせられ得る。
【０１１１】
　[0117]　本明細書で説明された技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接
続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭ
Ａ）、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムな
どの様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」および「ネット
ワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シ
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ステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）などのような
無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ
－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリースは、一般に、ＣＤＭＡ２０００ １
Ｘ、１Ｘなどと呼ばれ得る。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０
００ １ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、
ワイドバンドＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形を含む。Ｔ
ＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global S
ystem for Mobile Communications）などの無線技術を実装し得る。
【０１１２】
　[0118]　ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型
ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ
）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュＯＦＤＭ
などのような無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバ
イル電気通信システム（ＵＭＴＳ）の一部である。ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａは、Ｅ－ＵＴ
ＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、
ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、ＮＲ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト
」（３ＧＰＰ）という名称の組織からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００および
ＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）という名称の組
織からの文書に記載されている。本明細書で説明される技法は、上述されたシステムおよ
び無線技術にも、他のシステムおよび無線技術にも使用され得る。ＬＴＥまたはＮＲシス
テムの態様が、例示の目的で説明され得、ＬＴＥまたはＮＲ用語が、説明の大部分におい
て使用され得る一方で、本明細書で説明される技法は、ＬＴＥまたはＮＲアプリケーショ
ンを超えて適用可能である。
【０１１３】
　[0119]　本明細書で説明されたそのようなネットワークを含むＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネッ
トワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は概して、基地局を説明するために
使用され得る。本明細書で説明される１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異な
るタイプのｅＮＢが様々な地理的領域に対してカバレッジを提供する異種ＬＴＥ／ＬＴＥ
－ＡまたはＮＲネットワークを含み得る。例えば、各ｅＮＢ、次世代ノードＢ（ｇＮＢ）
または基地局は、マクロセル、スモールセル、または他のタイプのセルに対して通信カバ
レッジを提供し得る。「セル」という用語は、コンテキストに応じて、基地局、基地局に
関連付けられたキャリアまたはコンポーネントキャリア、あるいはキャリアまたは基地局
のカバレッジエリア（例えば、セクタなど）を説明するために使用され得る。
【０１１４】
　[0120]　基地局は、ベーストランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トラ
ンシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ｇＮＢ、ホームノードＢ、ホームｅノード
Ｂ、または何らかの他の適切な専門用語で当業者によって呼ばれ得るか、あるいはそれら
を含み得る。基地局に対する地理的カバレッジエリアは、カバレッジエリアの一部分のみ
を構成するセクタへと分割され得る。本明細書で説明される１つまたは複数のワイヤレス
通信システムは、異なるタイプの基地局（例えば、マクロまたはスモールセル基地局）を
含み得る。本明細書で説明されるＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、ｇＮＢ、
中継基地局などを含む様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可
能であり得る。異なる技術のためにオーバーラップしている地理的カバレッジエリアが存
在し得る。
【０１１５】
　[0121]　マクロセルは概して、比較的大きい地理的エリア（例えば、半径数キロメート
ル）をカバーし、サービスに加入しているＵＥによるネットワークプロバイダとの無制限
アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと同じまたは異なる（例えば、ラ
インセンス、アンライセンスなどの）周波数バンドで動作し得る、マクロセルと比較して
より低い電力の基地局である。スモールセルは、様々な例によると、ピコセル、フェムト
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セル、およびマイクロセルを含み得る。ピコセルは、例えば、小さい地理的エリアをカバ
ーし、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能
にし得る。フェムトセルもまた、小さい地理的エリア（例えば、家）をカバーし、フェム
トセルとの関連付けを有するＵＥ（例えば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵ
Ｅ、家の中にいるユーザのためのＵＥなど）による制限されたアクセスを提供し得る。マ
クロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれ得る。スモールセルのためのｅＮＢは、
スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、またはホームｅＮＢと呼ばれ得る。
ｅＮＢは、１つまたは複数（例えば、２つ、３つ、４つなど）のセル（例えば、コンポー
ネントキャリア）をサポートし得る。
【０１１６】
　[0122]　本明細書で説明される１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、同期また
は非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、基地局は、同様のフレームタイミング
を有し、異なる基地局からの送信は、時間で大まかにアラインされ得る。非同期動作につ
いて、基地局は、異なるフレームタイミングを有し得、また異なる基地局からの送信は、
時間でアラインされない可能性がある。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同
期動作のいずれかのために使用され得る。
【０１１７】
　[0123]　本明細書で説明されるダウンリンク送信は順方向リンク送信とも呼ばれ、一方
アップリンク送信は逆方向リンク送信とも呼ばれ得る。例えば、図１および図２のワイヤ
レス通信システム１００および２００を含む、本明細書で説明される各通信リンクは、１
つまたは複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、複数のサブキャリア（例えば
、異なる周波数の波形信号）から成る信号であり得る。
【０１１８】
　[0124]　添付された図面に関連して本明細書に記載された説明は、例となる構成を説明
しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内にある全ての例を表してはいない。本明
細書で使用される「例示的な」という用語は、「好ましい」または「他の例より有利であ
る」ということではなく、「例、事例、または例示としての役割を果たすこと」を意味す
る。詳細な説明は、説明される技法の理解を提供する目的で、特定の詳細を含む。しかし
ながら、これらの技法は、これらの特定の詳細がなくとも実施され得る。いくつかの事例
では、周知の構造およびデバイスは、説明された例の概念を曖昧にすることを避けるため
に、ブロック図形式で示されている。
【０１１９】
　[0125]　添付された図面では、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベルを
有し得る。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルの後に、ダッシュ
と、それらの同様のコンポーネント間を区別する第２のラベルとを続けることによって区
別され得る。第１の参照ラベルだけが明細書で使用されている場合、その説明は、第２の
参照ラベルに関係なく、同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのうちの任
意の１つに適用可能である。
【０１２０】
　[0126]　本明細書で説明された情報および信号は、多様な異なる技術および技法のうち
の任意のものを使用して表わされ得る。例えば、上記の説明全体にわたって言及され得る
データ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流
、電磁波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組み合わ
せによって表され得る。
【０１２１】
　[0127]　本明細書での開示に関連して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュ
ールは、汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプログラマブルロジッ
クデバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理、ディスクリートハードウェ
アコンポーネント、あるいは本明細書で説明された機能を行うように設計されたそれらの
任意の組み合わせを用いて実装されるか、または行われ得る。汎用プロセッサはマイクロ
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プロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コント
ローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサは、コン
ピューティングデバイスの組み合わせ（例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組み合
わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロ
セッサ、あるいは任意の他のそのような構成）として実装され得る。
【０１２２】
　[0128]　本明細書で説明される機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行される
ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせで実装され得る。プロ
セッサによって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命
令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上で記憶されるか、またはそれを介して送信
され得る。他の例および実装は、本開示のおよび添付された請求項の範囲内にある。例え
ば、ソフトウェアの性質により、上述される機能は、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらの任意の
組み合わせを使用して実装され得る。機能を実装する特徴はまた、機能の部分が、異なる
物理的ロケーションで実装されるように分散されることを含む、様々な場所に物理的に位
置付けられ得る。また、請求項を含めて、本明細書で使用されるように、項目のリストに
おいて使用される「または」（例えば、「～のうちの少なくとも１つ」あるいは「～のう
ちの１つまたは複数」などのフレーズによって前置きされる項目のリスト）は、例えばＡ
、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つのリストが、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまた
はＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するように、包
括的なリスト（inclusive list）を示す。また、本明細書で使用される場合、「～に基づ
いて」という表現は、条件の閉集合への参照として解釈されないものとする。例えば、「
条件Ａに基づく」と説明される例示的な動作は、本開示の範囲から逸脱することなく、条
件Ａおよび条件Ｂの両方に基づき得る。言い換えると、本明細書で使用される場合、「～
に基づく」という句は、「～に少なくとも部分的に基づく」という句と同じ方法で解釈さ
れることとなる。
【０１２３】
　[0129]　コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体と非一時的コンピュータ記憶媒体との両方
を含む。非一時的記憶媒体は、汎用または特殊用途コンピュータによってアクセスされる
ことができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定はされないが、例として、非一時的
コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取専用メモ
リ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディ
スク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは命令または
データ構造の形態で所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用される
ことができ、汎用または特殊用途コンピュータ、あるいは汎用または特殊用途プロセッサ
によってアクセスされることができる、任意の他の非一時的な媒体を備え得る。また、い
かなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。例えば、ソフトウェアが、同軸ケ
ーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または
赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サー
バ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブ
ル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技
術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるような、ディスク（disk）およびデ
ィスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多目的
ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイ（登録商標）デ
ィスクを含み、ここで、ディスク（disks）は、通常磁気的にデータを再生し、一方ディ
スク（discs）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わせもま
た、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１２４】
　[0130]　本明細書における説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能に
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するために提供される。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかであり、本明細
書で定義した一般的な原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形に
適用できる。よって、本開示は、本明細書に説明される例および設計に制限されるもので
はなく、本明細書に開示された原理および新規な特徴に合致する最も広い範囲が与えられ
るべきものである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス通信のための方法であって、
　アップリンク送信のためのリソース許可を識別することと、前記アップリンク送信は、
第１の基準信号（ＲＳ）と、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含む送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）とを備え、
　前記第１のＲＳのタイプ、前記第２のＲＳのタイプ、および前記データのタイプを識別
することと、
　前記第１のＲＳの前記タイプ、前記第２のＲＳの前記タイプ、および前記データの前記
タイプに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、前記第２のＲＳ、および前記デ
ータに関連付けられた優先順位を決定することと、
　前記決定された優先順位に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、または前記
ＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成することと、
　前記構成された過渡期間を備える前記アップリンク送信を送信することと、
　を備える、方法。
[Ｃ２]　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記第２のＲＳに隣接すると決定す
ること、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に少
なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記第２のＲＳとオーバーラップする
ように構成される、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ４]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に少
なくとも部分的に基づいて、前記第２のＲＳとオーバーラップするように構成される、Ｃ
２に記載の方法。
[Ｃ５]　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記ＴＴＩの前記データに隣接する
と決定すること、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ６]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少なく
とも部分的に基づいて、前記データとオーバーラップするように構成される、Ｃ５に記載
の方法。
[Ｃ７]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少なく
とも部分的に基づいて、前記第１のＲＳとオーバーラップするように構成される、Ｃ５に
記載の方法。
[Ｃ８]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少なく
とも部分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記データとオーバーラップするように構
成される、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ９]　前記第１のＲＳの前記タイプを識別することは、
　前記アップリンク送信のアップリンク構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の
ＲＳの周期性を識別すること、
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記データの前記タイプを識別することは、
　前記データ、または前記データのコンテンツ、または両方に関連付けられた変調および
符号化方式（ＭＣＳ）を識別すること、
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記データの前記コンテンツは、確認応答または否定確認応答を備える、Ｃ１
０に記載の方法。
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[Ｃ１２]　前記ＴＴＩまたは前記第１のＲＳは、別のワイヤレスデバイスに関連付けられ
る、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１３]　前記第１のＲＳは、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）を備える、Ｃ１に記載
の方法。
[Ｃ１４]　前記第２のＲＳは、復調基準信号（ＤＭＲＳ）を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１５]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　アップリンク送信のためのリソース許可を識別するための手段と、前記アップリンク送
信は、第１の基準信号（ＲＳ）と、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含む送信時間間
隔（ＴＴＩ）とを備え、
　前記第１のＲＳのタイプ、前記第２のＲＳのタイプ、および前記データのタイプを識別
するための手段と、
　前記第１のＲＳの前記タイプ、前記第２のＲＳの前記タイプ、および前記データの前記
タイプに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、前記第２のＲＳ、および前記デ
ータに関連付けられた優先順位を決定するための手段と、
　前記決定された優先順位に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、または前記
ＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成するための手段と、
　前記構成された過渡期間を備える前記アップリンク送信を送信するための手段と、
　を備える、装置。
[Ｃ１６]　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記第２のＲＳに隣接すると決定
するための手段、
　をさらに備える、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ１７]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に
少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記第２のＲＳとオーバーラップす
るように構成される、Ｃ１６に記載の装置。
[Ｃ１８]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に
少なくとも部分的に基づいて、前記第２のＲＳとオーバーラップするように構成される、
Ｃ１６に記載の装置。
[Ｃ１９]　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記ＴＴＩの前記データに隣接す
ると決定するための手段、
　をさらに備える、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ２０]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少な
くとも部分的に基づいて、前記データとオーバーラップするように構成される、Ｃ１９に
記載の装置。
[Ｃ２１]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少な
くとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳとオーバーラップするように構成される、Ｃ１
９に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少な
くとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記データとオーバーラップするように
構成される、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２３]　前記第１のＲＳの前記タイプを識別するための前記手段は、
　前記アップリンク送信のアップリンク構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の
ＲＳの周期性を識別するための手段、
　を備える、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ２４]　前記データの前記タイプを識別するための前記手段は、
　前記データ、または前記データのコンテンツ、または両方に関連付けられた変調および
符号化方式（ＭＣＳ）を識別するための手段、
　を備える、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ２５]　前記データの前記コンテンツは、確認応答または否定確認応答を備える、Ｃ２
４に記載の装置。
[Ｃ２６]　前記ＴＴＩまたは前記第１のＲＳは、別のワイヤレスデバイスに関連付けられ
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る、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ２７]　前記第１のＲＳは、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）を備える、Ｃ１５に記
載の装置。
[Ｃ２８]　前記第２のＲＳは、復調基準信号（ＤＭＲＳ）を備える、Ｃ１５に記載の装置
。
[Ｃ２９]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　を備え、前記プロセッサおよびメモリは、
　　アップリンク送信のためのリソース許可を識別することと、前記アップリンク送信は
、第１の基準信号（ＲＳ）と、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含む送信時間間隔（
ＴＴＩ）とを備え、
　　前記第１のＲＳのタイプ、前記第２のＲＳのタイプ、および前記データのタイプを識
別することと、
　　前記第１のＲＳの前記タイプ、前記第２のＲＳの前記タイプ、および前記データの前
記タイプに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、前記第２のＲＳ、および前記
データに関連付けられた優先順位を決定することと、
　　前記決定された優先順位に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、または前
記ＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成することと、
　　前記構成された過渡期間を備える前記アップリンク送信を送信することと、
　を行うように構成された、装置。
[Ｃ３０]　前記プロセッサおよびメモリは、
　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記第２のＲＳに隣接すると決定すること
、
　を行うように構成される、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３１]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に
少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記第２のＲＳとオーバーラップす
るように構成される、Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ３２]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に
少なくとも部分的に基づいて、前記第２のＲＳとオーバーラップするように構成される、
Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ３３]　前記プロセッサおよびメモリは、
　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記ＴＴＩの前記データに隣接すると決定
すること、
　を行うように構成される、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３４]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少な
くとも部分的に基づいて、前記データとオーバーラップするように構成される、Ｃ３３に
記載の装置。
[Ｃ３５]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少な
くとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳとオーバーラップするように構成される、Ｃ３
３に記載の装置。
[Ｃ３６]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少な
くとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記データとオーバーラップするように
構成される、Ｃ３３に記載の装置。
[Ｃ３７]　前記第１のＲＳの前記タイプを識別するように構成された前記プロセッサおよ
びメモリは、
　前記アップリンク送信のアップリンク構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の
ＲＳの周期性を識別すること、
　を行うように構成された前記プロセッサおよびメモリを備える、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３８]　前記データの前記タイプを識別するように構成された前記プロセッサおよびメ
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モリは、　前記データ、または前記データのコンテンツ、または両方に関連付けられた変
調および符号化方式（ＭＣＳ）を識別すること、
　を行うように構成された前記プロセッサおよびメモリを備える、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３９]　前記データの前記コンテンツは、確認応答または否定確認応答を備える、Ｃ３
８に記載の装置。
[Ｃ４０]　前記ＴＴＩまたは前記第１のＲＳは、別のワイヤレスデバイスに関連付けられ
る、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ４１]　前記第１のＲＳは、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）を備える、Ｃ２９に記
載の装置。
[Ｃ４２]　前記第２のＲＳは、復調基準信号（ＤＭＲＳ）を備える、Ｃ２９に記載の装置
。
[Ｃ４３]　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であ
って、前記コードは、
　アップリンク送信のためのリソース許可を識別することと、前記アップリンク送信は、
第１の基準信号（ＲＳ）と、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含む送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）とを備え、
　前記第１のＲＳのタイプ、前記第２のＲＳのタイプ、および前記データのタイプを識別
することと、
　前記第１のＲＳの前記タイプ、前記第２のＲＳの前記タイプ、および前記データの前記
タイプに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、前記第２のＲＳ、および前記デ
ータに関連付けられた優先順位を決定することと、
　前記決定された優先順位に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、または前記
ＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成することと、
　前記構成された過渡期間を備える前記アップリンク送信を送信することと、
　を行うようにプロセッサによって実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読
媒体。
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